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　人ロの動き
一9月1日現在
男4，084（一3）
女4，180（一8）
言十　　　　8，264　　（一11）

世帯数2，303　（＋1）

（　）は前月比較
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野
砂

銑．

　
影麹
彫

◎
参

融
鰭
鵯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
撤
鴬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
濃
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任
期
満
了
に
伴
う
川
西
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
は
、
八
月
七
日
に
告
示
さ
れ
、

定
数
十
八
人
に
対
し
て
二
十
人
の
立
候

補
者
が
あ
り
、
五
日
問
の
激
し
い
選
挙

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
投
票
は
八
月
十
二
日
（
日
）
、
町
内

十
六
か
所
の
投
票
所
で
午
前
七
時
か
ら

■投票結果■

開票作業のようす

男 女 計

当日の有権者 3，229人 3，388人 6，617人

投票者数 2，873人 3，086人 5，959人
投　票　率 88．97％ 9LO9％ 90．06％

有効投票：5，915票　無効投票：44票

〈参考＞前回4年前の投票率：91．03％

　■開票結果■（敬称略）
当選　清水美代子　無所属現　383．266票

当選　羽鳥　輝子　無所属新　375　　票

当選　吉楽　正実　無所属現　367　　票

当選　村越　勝蔵　無所属現　358．88　票

当選　小嶋　武夫　無所属新　332　　票

当選　小林　勝國　無所属新　322．103票

当選　清水　　進　無所属現　320．733票

当選　江ロ　トク　無所属新　319

当選　大塚　甚一　無所属新　318

当選　北村　公男　無所属現　317

当選　金子　澄男　無所属現　316

当選　押木　　貢　無所属現　315

票
票
票
票
票

当選　村越　敬一　無所属新　264．119票

当選　小林　正夫　無所属現　261．896票

当選　星名　富一　無所属現　252　　票

当選　戸田　禎一　無所属現　248　　票

当選　高橋　一晃　無所属現　248　　票

当選　丸山　重信　無所属現　243　　票

次点　上村　晴夫　無所属現　190　　票

　　小海　博無所属現164　票
どの候補者にも属さないもの　　0．003票

　　　　計　　　　5，915　票

午
後
八
時
（
一
部
午
後
七
時
）
ま
で
行

わ
れ
、
午
後
九
時
か
ら
総
合
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

　
身
近
な
選
挙
と
あ
っ
て
、
開
票
所
に

は
大
勢
の
参
観
人
が
詰
め
か
け
、
熱
気

あ
ふ
れ
る
中
で
開
票
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
作
業
中
は
水
を
打
っ
た
よ
う
に

静
ま
り
返
っ
て
い
た
会
場
も
、
中
間
発

表
の
た
び
に
ど
よ
め
き
が
お
こ
り
、
メ

モ
を
と
っ
た
り
連
絡
に
走
る
人
の
姿
が

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
午
後
十
時
過
ぎ
に
は
大
勢
が
決
ま
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
職
十
二
人
と

新
人
六
人
全
員
が
当
選
し
ま
し
た
。
女

性
議
員
も
こ
れ
ま
で
の
一
人
か
ら
三
人

に
議
席
を
増
や
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
各
候
補
者
の
得
票
は
開
票
結

果
の
と
お
り
で
す
。

●●●●●●●●●o●●●●●●●●●●●●●●●●●●●o●●●●●●●●●●●o●●●●●●●●o●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　　　Φ表紙の写真Φ　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　小白倉のもみじ引きは、とても変わった祭　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

i　りです。山からもみじの木を切り出してきて　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i神社に奉納し、翌日引き倒して村中を引きず　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　り回します。その際、子どもの誕生や結婚な　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iど、慶事のあった家々に乗り込んでみんなで　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iお祝いをします。ご祝儀の酒がふるまわれる　i

i　と気分も高揚し、天神ばやしの大合唱が村中　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iに響きわたります。水も大事な要素で、子ど　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iもからお年寄りまで水をかけ合い、池や鯉の　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i生けすがあれば、お互いに投げ込んだり引き　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iずり落としたりして大騒ぎになります。　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　今年から、前夜祭の灯籠に錦鯉が登場しま　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iした。AAスクールの皆さんが制作したもの　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iで、えらが動く仕掛けもあり、子どもたちの　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i人気をさらっていました。　　　　　　　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 o
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●o●●o●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●oo●●・o●●●●●●●●●●●●●o●●●o●●●●

．・●●●●●●。●●●●●●。●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●’●●●●●●●●●●●●●●●●”●●。”●●o●●●●●●●●●”o・．

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●

　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　●
●

i－c。ntents一主な内容一c。ntents－i

　　　　　　　　　　　　　●
●

●

i　　・・・・・・・・・・・・・・・…　P2～5　・・・・・・・・・・・・・・・…

こ

i⇒新議員18人の紹介・議会報告
3
こ

i　　・・・・・・・・・・・・・・・…　P6～7　・・・・・・・・・・・・・・・…

3
ニ

i⇒特集〈青い目の住民がいる夏〉
3
こ

i　　………………P8～10………………
こ

i⇒介護保険・統計調査・水泳大会結果
3
こ
　

i　………………　　P11　　………………
こ

i⇒おらムラの話
こ
　

i　………………　　P12　　………………
：

こ

i⇒お寄せくださいあなたの意見
：

ニ

i　　………………P13～15………………
：

ニ
　

i⇒一topics一まちの話題・里創ブラン
：

こ

i　………………P16～17…………・…・・
：

こ

i⇒お知らせ・干手温泉・生涯学習
こ

i　………………　　P18　　・…………・・…
3
こ

i⇒フオト散歩／ズームアツブ役場
：

こ

i　…・…・………・　P19　　………………
：

こ

i⇒俳壇／くらしとけんこう　ほか
：

コ

i　　・・・・・・・・・・・・・・・…　　　P20　　・・・・・・・・・・・・・・・…

3
こ

i⇒戸籍の窓／ちいさな展覧会　ほか
＝
●
●
●
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義謹鋸
翻

会

　
八
月
十
二
日
に
執
行
さ
れ
た
川
西
町

議
会
議
員
一
般
選
挙
結
果
に
基
づ
く
最

初
の
議
会
（
第
四
回
川
西
町
議
会
臨
時

会
）
が
九
月
三
日
、
一
日
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
議
長
、
副
議
長
を

は
じ
め
と
す
る
人
事
が
中
心
に
な
り
、

各
常
任
委
員
の
構
成
員
と
委
員
長
・
副

委
員
長
、
広
域
事
務
組
合
議
員
な
ど
が

決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
、
八
月
二
十
四

日
に
は
、
前
任
期
の
最
後
の
議
会

（
第
三
回
川
西
町
議
会
臨
時
会
）
が

一
日
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
十
日
町
高
校
野
球

部
が
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
た
こ

と
に
伴
い
、
五
十
万
円
の
助
成
を

し
た
こ
と
な
ど
の
行
政
報
告
等
の

あ
と
、
平
成
十
三
年
度
川
西
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
が

審
議
さ
れ
、
庁
舎
修
繕
工
事
費
や

臨
時
保
育
士
賃
金
、
里
創
プ
ラ
ン

事
業
に
伴
う
負
担
金
な
ど
一
、
三

五
八
万
五
千
円
の
補
正
予
算
が
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
総
合
的
な
克
雪
利

雪
対
策
及
び
水
資
源
対
策
に
関
す

る
調
査
、
研
究
の
件
な
ど
、
四
件

の
発
議
案
が
上
程
さ
れ
、
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

報

蔵
・

　
九
月
三
日
は
、
任
期
最
初
の
議
会

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
程
に
入
る
前
に
、

町
長
の
あ
い
さ
つ
、
議
員
の
自
己
紹
介
、

職
員
の
紹
介
、
仮
議
席
の
指
定
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
日
程
第
一
号
で
議
長
選
挙
が
行
わ

れ
、
開
票
の
結
果
、
清
水
進
氏
が
当
選

人
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　
鐸
誉

議
長
清
水
　
進
氏

　
続
い
て
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
吉

楽
正
実
氏
が
当
選
人
と
決
ま
り
ま
し

た
。

副
議
長
　
吉
楽
正
実
氏

　
正
・
副
議
長
選
挙
の
あ
と
、
正
式
の

議
席
が
指
定
さ
れ
、
会
期
の
決
定
、
常

任
委
員
の
選
任
、
議
会
運
営
委
員
の
選

任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運

営
委
員
会
の
正
・
副
委
員
長
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
委
員
会
で
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

●
総
務
文
教
委
員
会

北
村
公
男
氏

◎
北
村
　
公
男
　
○
小
林

　
押
木
　
　
貢
　
　
戸
田

大
塚
甚
一
　
村
越

●
農
林
環
境
委
員
会

敬禎正
一一夫

金
子
澄
男
氏

◎
金
子
　
澄
男
　
○
星
名
　
富
一

　
丸
山
　
重
信
　
　
高
橋
　
一
晃

　
小
嶋
　
武
夫
　
　
羽
鳥
　
輝
子

●
建
設
住
民
委
員
会

灘
欝
’

　
　
　
　
　
　
　
　
村
越
勝
蔵
氏

◎
村
越
　
勝
蔵
　
○
清
水
美
代
子

清
水
　
　
進

江
ロ
　
ト
ク

吉
楽
　
正
実

小
林
勝
國

　
　
　
　
　
　
　
　
星
名
富
一
氏

◎
星
名
　
富
一
　
〇
小
林
　
正
夫

吉
楽
正
実

金
子
澄
男

北
村
公
男

村
越
　
勝
蔵

　
さ
ら
に
、
次
の
議
会
人
事
が
決
め
ら

れ
ま
し
た
。

■
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員

　
押
木
　
　
貢
　
　
高
橋
　
一
晃

村
越
敬
一

■
十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員

清
水
　
　
進
　
　
金
子
澄
男

星
名
　
富
一

　
ま
た
、
次
の
委
員
つ
い
て
も
議
会
の

同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

◆
川
西
町
監
査
委
員

　
戸
田
　
禎
一

◆
川
西
町
教
育
委
員
会
委
員

金
山
有
紘

◆
川
西
町
農
業
委
員
会
委
員

清
水
美
代
子
　
　
丸
山
　
重
信

欄

初
議
会
の
よ
う
す

③13，9．10



　
九
月
一
日
か
ら
任
期
が
発
生
し
た
川

西
町
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。　
激
し
い
選
挙
戦
を
制
し
て
晴
れ
て
町

議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
た
皆
さ
ん
で
す

が
、
川
西
町
に
は
、
高
齢
化
に
伴
う
保

健
・
医
療
・
福
祉
事
業
の
高
度
化
や
地

域
産
業
で
の
新
し
い
動
き
、
環
境
や
教

育
の
問
題
、
さ
ら
に
は
市
町
村
合
併
と

い
う
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
前
に
、
議
会
議
員

と
し
て
ど
う
い
う
取
り
組
み
を
し
て
い

き
た
い
の
か
を
、
表
向
き
の
話
だ
け
で

な
く
、
個
人
と
し
て
の
横
顔
も
含
め
て

う
か
が
い
ま
し
た
。

　
有
権
者
一
人
ひ
と
り
が
選
ん
だ
議
員

の
皆
さ
ん
の
、
こ
れ
か
ら
の
四
年
間
の

ご
活
躍
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

　
（
議
席
順
／
敬
称
略
）

羽
鳥
　
輝
子
　
五
十
一
歳
　
木
落

一
　
〇
型

二
　
誰
と
で
も
話
を
す
る
こ
と

三
　
お
酒
が
飲
め
な
い
こ
と

四
　
短
時
間
で
簡
単
な
お
か
ず
を
作
る

　
こ
と

五
①
お
年
寄
り
も
、
障
害
者
も
、
子
ど

　
も
た
ち
も
共
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く

　
り
。②
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え

る
地
域
づ
く
り
。

小
嶋
　
武
夫
　
五
十
二
歳
　
新
町
新
田

一
　
A
B
型

二
　
園
芸
、
ス
キ
ー
、
ゴ
ル
フ

三
　
筋
の
通
ら
ぬ
こ
と
？

四
　
前
向
き
な
こ
と
？

五
農
業
関
係

①
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
続
く
川
西
町
の
特

　
産
品
の
開
発
と
、
転
作
を
含
め
畑
作

　
の
特
産
作
物
の
安
定
化
。

②
川
西
町
の
中
で
少
し
で
も
収
益
を

　
得
る
た
め
の
活
動
。

小
林
　
勝
國
　
五
十
七
歳
　
中
仙
田

一
　
B
型

二
　
読
書
（
歴
史
書
）

三
　
時
間
が
長
い
会
議

四
　
盆
踊
り
の
音
頭
取
り
（
修
行
中
）

五
　
外
国
産
に
負
け
な
い
、
こ
こ
の
産

　
地
だ
け
の
特
色
あ
る
農
産
物
・
特
産

品
の
開
発
。

村
越
敬
一
五
十
八
歳
野
口

一
　
〇
型

二
　
旅
す
る
こ
と

三
　
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

四
　
－

五
①
教
育
設
備
の
充
実
と
教
育
の
見
直

　
し
。②
道
路
の
整
備
と
地
場
産
業
の
育

成
。
③
老
人
医
療
と
福
祉
の
充
実
。

江
ロ
　
ト
ク
　
五
十
九
歳
　
野
口

O
型

二
①
漬
け
物

②
心
ゆ
く
ま
で
友
人
と
語
り
合
う
こ

　
と
三
①
レ
バ
ー

②
い
つ
ま
で
も
物
事
に
こ
だ
わ
っ
て

　
い
る
こ
と

四
　
家
庭
料
理
（
い
つ
も
味
が
薄
い
と

い
わ
れ
ま
す
が
）

五
①
住
民
の
皆
様
と
対
話
を
重
ね
て
町

　
の
こ
と
を
学
び
た
い
。

②
子
ど
も
た
ち
が
澄
ん
だ
目
の
ま
ま

成
長
し
、
町
の
大
切
な
人
材
と
な
る

　
よ
う
応
援
し
た
い
。

大
塚
甚
一
六
十
三
歳
高
原
田

一
　
〇
型

二
　
魚
の
料
理
・
岸
壁
か
ら
の
海
釣
り

三
特
に
な
し

四
特
に
な
し

五
　
住
民
の
意
思
を
し
っ
か
り
と
聞
き

と
り
、
議
会
の
中
で
実
践
し
た
い
。

高
橋
　
一
晃
六
十
二
歳
坪
山

　
　
　
　
　
　
　
馨

一
　
A
B
型

ニ
　
ス
ポ
ー
ツ
鑑
賞
、
旅
行

三
　
人
様
の
こ
と
を
こ
そ
こ
そ
う
わ
さ

　
す
る
こ
と

四
特
に
な
し

五
　
住
民
の
小
さ
な
意
見
に
も
耳
を
傾

　
け
、
公
の
場
で
発
言
し
た
い
。

清
水
美
代
子
　
五
十
三
歳
　
上
野

　　齢．

論

一
　
B
型

二
①
花
を
植
え
育
て
る
こ
と

②
人
と
ふ
れ
合
う
こ
と

三
①
蛇
、
虫
類

②
陰
口
や
人
を
傷
つ
け
る
こ
と

四
　
気
分
転
換
が
早
い
こ
と
？

五
①
地
域
の
資
源
を
生
か
し
た
活
力
あ

　
る
町
づ
く
り
。

②
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

　
く
り
。

小
林
　
正
夫
　
五
十
四
歳
　
木
島

O
型

麟
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二
　
町
、
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
な
ど

三
　
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と

四
　
も
の
作
り
（
工
作
等
）

五
　
個
性
豊
か
な
（
楽
し
く
元
気
な
）

ま
ち
づ
く
り
。

①
商
工
業
の
活
性
化
及
び
特
産
品
の

掘
り
起
こ
し
。

②
生
ゴ
ミ
堆
肥
活
用
等
に
よ
る
有
機

農
業
の
推
進
。

③
若
者
の
ス
ポ
ー
ッ
振
興
（
全
日
本

モ
ト
ク
ロ
ス
）
。

④
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
。

⑤
議
会
の
活
性
化
。

戸
田
禎
一
五
十
五
歳
仁
田

一
　
A
型

二
　
？

三
　
金
権
力
の
強
い
者
が
勝
ち
、
文
句

を
言
う
者
が
得
を
し
、
知
ら
な
い
者

が
損
を
し
、
正
直
者
が
バ
カ
を
み
る

世
の
中

四
　
？

五
①
第
五
次
川
西
町
総
合
開
発
計
画
の

推
進
。

②
第
四
次
川
西
町
行
政
改
革
の
推

進
。③
地
方
分
権
に
対
応
し
た
「
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
の
制
定
。

④
市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て
。

⑤
開
か
れ
た
議
会
（
土
、
日
開
会
や

資
料
公
開
、
状
況
放
送
等
）
。

⑥
開
か
れ
た
行
政
（
各
公
民
館
へ
の

行
政
資
料
配
布
等
）
。

⑦
農
業
立
町
　
川
西
町
は
生
き
残
れ

　
る
か
。

⑧
議
会
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
の
充
実

　
（
政
策
調
査
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
等
）
。

丸
山
　
重
信
　
六
十
二
歳
　
根
深

一
　
A
型

二
　
農
産
物
を
育
て
る
（
稲
・
野
菜
）

三
　
一
日
中
机
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と

　
（
身
体
を
動
か
さ
な
い
と
ダ
メ
）

四
特
に
な
し

五
①
農
業
立
町
に
ふ
さ
わ
し
く
、
今
一

歩
元
気
な
農
業
に
し
た
い
。

②
住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
に
徹
す

　
る
。

村
越
　
勝
蔵
　
五
十
七
歳
　
野
口

　
　
A
型

　
　
錦
鯉
養
殖
、
ゴ
ル
フ

　
　
特
に
な
し

　
　
何
事
も
一
所
懸
命
努
力
す
る
こ
と

　
　
十
年
、
二
十
年
先
を
見
な
が
ら
の

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

一二三四五

星
名
　
富
一
　
六
十
九
歳
　
沖
立

一
　
B
型

二
①
そ
ば
食

②
努
力
が
実
っ
た
と
き

三
①
酢
の
物

②
勝
負
は
別
と
し
て
、
喧
嘩

四
　
物
事
に
よ
っ
て
は
、
一
つ
の
こ
と

　
に
集
中
し
夢
中
に
な
る
こ
と

五
①
住
民
の
生
活
環
境
に
差
が
な
く
な

る
よ
う
な
各
種
整
備
政
策
に
取
り
組

　
む
。②
行
財
政
改
革

　
・
職
員
の
住
民
へ
の
応
接
向
上
と
作

　
業
効
率
の
ア
ッ
プ
。

　
・
赤
字
運
営
部
門
整
理
。

押
木
　
　
貢
　
五
十
八
歳
　
元
町

一
　
B
型

二
　
読
書
、
レ
コ
ー
ド
鑑
賞

三
　
他
人
の
中
傷

四
　
学
校
教
育
関
係
、
国
際
友
好
、
マ

　
レ
ー
シ
ア
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

五
①
議
会
の
活
性
化
。
住
民
の
目
で
公

平
平
等
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
。

②
川
西
町
の
す
み
ず
み
が
皆
玄
関
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
特
色
を
生
か
し

た
ま
ち
、
、
つ
く
り
。

③
子
ど
も
、
お
年
寄
り
、
嫁
婿
問
題

等
、
表
に
声
を
出
せ
な
い
方
々
の
た

め
に
働
き
た
い
。

金
子
　
澄
男
　
六
十
四
歳
　
岩
瀬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

愈

一
　
A
型

二
　
読
書

三
　
特
に
な
し

四
　
一
度
会
っ
た
人
を
記
憶
し
て
い
る

五
①
誰
と
で
も
平
等
に
接
し
、
行
政
と

住
民
の
パ
イ
プ
役
と
な
る
。

②
青
少
年
の
健
全
育
成
。

③
中
山
間
地
農
業
の
振
興
と
充
実
を

図
り
夢
の
あ
る
農
政
と
し
た
い
。

北
村
　
公
男
　
五
十
六
歳
　
山
野
田

と
（
卑
下
す
る
こ
と
）

も
、
あ
ま
り
除
雪
や
道
踏
み
を
す
る

　
こ
と
な
く
出
ら
れ
る
よ
う
、
道
路
整

備
に
取
り
組
み
た
い
。

一
　
B
型

二
　
農
業

三
　
住
ん
で
い
る
地
域
を
悪
く
言
う
こ

四
　
農
業
機
械
の
運
転

五
　
冬
期
間
、
ど
の
家
の
玄
関
先
か
ら

吉
楽
　
正
実
　
五
十
八
歳
　
高
原
田

一
　
A
型

二
　
山
菜
採
り
、
骨
董
品
鑑
賞

三
特
に
な
し

四
　
ス
ポ
ー
ツ

五
①
克
雪
対
策
の
推
進

②
若
者
の
定
住
促
進
に
よ
る
町
の
活

性
化
。

③
明
る
い
健
康
な
福
祉
の
町
づ
く

　
り
。④
議
会
の
活
性
化
と
住
民
二
ー
ズ
に

　
応
え
る
こ
と
。

清
水
　
　
進
五
十
三
歳
　
朝
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奮

　
　
O
型

　
　
日
本
史
を
読
む
こ
と

　
　
人
間
同
士
が
い
が
み
合
う
こ
と

　
　
特
に
な
し

　
　
市
町
村
合
併
の
テ
ー
マ
に
つ
い

　
て
、
川
西
町
全
町
民
が
こ
ぞ
っ
て
賛

同
で
き
る
よ
う
、
情
報
収
集
に
努
め

　
て
町
民
の
皆
様
に
提
供
し
、
こ
の
問

題
が
町
民
に
と
っ
て
有
益
な
も
の
と

な
る
よ
う
努
め
た
い
。

「二三四五
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特
集糞
礁
回
の
獲
民
が
い
る
夏

　
白
倉
地
区
は
夏
に
な
る
と
住
民
が
増
え
蒙
輩
。
そ
れ
も
．
青
騨
国
や
金
髪
の
火
距
ち
右
混
嫉
る
約

曇
十
火
の
集
団
で
す
。

　
由
倉
交
流
セ
ン
タ
ー
騰
旧
自
倉
小
学
絞
）
を
拠
点
に
合
宿
生
活
を
送
鰻
．
地
形
や
民
家
を
調
べ
滝

鱒
．
集
落
行
事
や
作
業
を
離
伝
蓼
驚
慰
鞍
麟
が
襲
地
域
老
の
交
流
を
深
め
で
い
蒙
す
。
彼
ら
は
．
イ

ギ
蟹
ス
に
あ
る
建
築
系
犬
学
の
学
生
と
そ
の
関
係
考
灘
．
篁
週
闇
灘
ま
鰻
滞
霧
秘
竃
様
々
癒
活
動
を

展
關
し
て
騨
蒙
す
が
．
藁
け
蒸
れ
る
地
域
礁
蓮
類
聾
癒
、
夏
の
躍
－
緯
藷
ー
と
し
て
癒
叢
て
は
燦
轟

な
“
存
在
に
癒
っ
て
雛
諜
す
。
六
年
目
に
入
っ
建
活
動
産
交
潴
の
姿
を
取
秘
し
蒙
じ
距
。

AAスクール《Ar繍ite醐闘ASSOGlatiOR〉

世界的に祷名な建築系の夫学。選50難

以上の伝統があり．葵國饗も最も書購。

独特の学習システ鐵邊高雛捲導膨織ル

羅、世界各国から学嚢が集まる、著名な

建築家を数多く輩出し篠お壌、圏本か5

の留学生も増え驚い愚。

他大学卒業後や．祉獲火を経験じ羅から

入学嘗る学生萢多験。

　
毎
年
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ワ
ー
ク
シ

ヨ
ッ
プ
」
と
い
う
地
域
と
の
交
流
を
含

め
た
合
宿
研
修
を
実
施
し
て
い
る
の

は
、
A
A
ス
ク
ー
ル
で
教
授
を
つ
と
め

る
江
頭
慎
氏
（
3
7
歳
）
と
学
生
な
ど
そ

の
関
係
者
で
す
。
学
生
た
ち
の
国
籍
は

様
々
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
南

米
な
ど
の
国
々
、
約
十
か
国
に
の
ぼ
り

ま
す
。

　
お
盆
行
事
へ
の
参
加
や
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
草
刈
り
の
手
伝

い
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
交
流
試
合
、
夏

祭
り
の
全
面
参
加
な
ど
を
通
し
て
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
バ
ス
待
合
所
や
東
屋
な
ど
の

公
園
整
備
、
水
飲
み
場
や
新
し
い
祭
り

灯
籠
の
制
作
な
ど
、
地
域
で
必
要
と
し

て
い
る
施
設
や
設
備
を
、
全
員
で
協
力

し
な
が
ら
作
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
人
た
ち
も
彼
ら
を
自
然
に
受

け
入
れ
、
野
菜
や
米
な
ど
の
差
し
入
れ

を
し
た
り
、
自
主
的
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

の
受
け
入
れ
な
ど
を
す
る
ほ
か
は
、
夏

の
間
の
住
民
と
し
て
受
け
と
め
て
い
ま

す
。
特
別
扱
い
し
な
い
こ
と
が
い
い
関

係
を
保
つ
秘
訣
の
よ
う
で
す
。

　
六
年
目
を
迎
え
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
現
場
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
大
地
そ
の
も
の
が
ア
ー
ト

徽

白
倉
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
や
る

よ
う
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
は
？

羅

江
頭
教
授
　
ふ
だ
ん
、
学
生
た
ち
は
理

論
を
学
ぶ
場
に
い
て
、
人
と
関
わ
っ
た

り
生
の
現
場
を
体
験
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
「
場
」
で
勉
強
で

き
る
所
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
ち

ら
を
紹
介
さ
れ
、
お
世
話
に
な
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
六
年
前
の
こ
と
で
す
。

　
こ
こ
は
、
役
場
や
集
落
の
人
た
ち
が

協
力
的
で
、
継
続
し
て
受
け
入
れ
て
く

れ
て
い
る
の
で
あ
り
が
た
い
で
す
。

「
最
低
十
年
間
は
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
続
け
た
い
」
と
い
う
江
頭
教
授

　
　
ど
ん
な
活
動
を

し
て
い
る
の
で
す

か
？
　
白
倉
の
魅
力

は
？

江
頭
教
授
簡
単
に

い
え
ば
、
大
地
の
成

り
立
ち
や
人
の
生
き

様
を
学
ん
で
い
ま

す
。
白
倉
は
、
そ
う

い
う
こ
と
を
体
験
し

な
が
ら
学
習
す
る
の

に
理
想
的
な
と
こ
ろ

で
す
ね
。
地
形
、
自

然
、
集
落
、
民
家
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
人

の
魅
力
、

そ
ろ
っ
て
い
て
、

　
　
　
　
そ
う
い
っ
た
も
の
が
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
大
地
そ
の
も
の
が
ア

ー
ト
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。
こ
う
い
う

所
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
も
う
あ
ま
り

な
く
な
っ
て
い
ま
す
し
、
日
本
で
も
希

．
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
A
A
ス
ク
ー
ル
で
学
ぶ
学
生
の
多
く

は
建
築
家
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ふ
つ

う
、
建
築
の
仕
事
と
い
う
の
は
、
予
算
、

場
所
、
時
間
が
決
ま
っ
て
い
て
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
モ
ノ
を
作
っ
て
い
き
ま

す
。
で
も
、
い
き
な
り
図
面
を
引
く
よ

う
な
や
り
方
で
は
な
く
、
も
っ
と
広
く

地
域
や
住
ん
で
い
る
人
た
ち
を
と
ら
え

て
、
自
由
に
、
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
も

の
を
見
る
目
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
「
考
え
る
建
築

家
」
に
な
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　
実
社
会
で
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と

竹で部材の模型を作り、さらに議論を重ねます
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で
す
が
、
学
生
だ
か
ら
そ
う
い
う
体
験

が
可
能
だ
し
、
必
要
な
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
現
状
の
大
学
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
は
そ
う
い
う
こ
と
が
不
可
能
な

の
で
、
こ
ち
ら
で
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　
　
建
築
家
の
卵
と
し
て
、
こ
こ
で
何

が
学
べ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

江
頭
教
授
　
た
と
え
ば
、
小
白
倉
の
集

落
は
、
ど
う
し
て
あ
れ
だ
け
密
集
し
て

い
る
の
か
、
ど
う
し
て
隣
の
谷
で
な
く

こ
の
谷
に
集
落
が
形
成
さ
れ
た
の
か
、

こ
ち
ら
の
斜
面
に
住
宅
が
あ
っ
て
あ
ち

ら
の
斜
面
に
住
宅
が
な
い
の
は
な
ぜ

か
、
こ
の
道
は
な
ぜ
こ
の
ル
ー
ト
で
切

ら
れ
た
の
か
、
な
ど
は
大
き
な
ス
ケ
ー

ル
で
み
て
い
く
と
、
必
ず
そ
れ
ぞ
れ
に

深
い
理
由
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま



す
。　
災
害
防
止
や
自
然
利
用
の
知
恵
の
集

大
成
と
し
て
、
今
の
姿
が
あ
る
こ
と
を

学
び
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
土
の
性
質
が
地
形
や
植
生
を
決
め
た

り
、
渋
海
川
の
水
の
色
に
、
山
の
上
の

土
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
な
ど

も
、
大
変
興
味
深
い
大
地
の
営
み
で
す
。

　
建
築
家
を
め
ざ
す
者
に
と
っ
て
、
こ

う
し
た
、
大
地
や
人
の
営
み
を
学
び
取

る
姿
勢
や
目
を
養
う
こ
と
が
、
技
術
を

学
ぶ
前
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
も

重
要
な
事
柄
だ
と
思
い
ま
す
。

左官職人の指導を受けるまなざし
剣そのもの

　
　
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
今
年
の
テ
ー

マ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

江
頭
教
授
　
最
初
の
年
は
、
ま
ず
地
形

の
読
み
取
り
を
し
ま
し
た
。
二
年
目
は
、

地
域
の
要
望
も
あ
っ
て
バ
ス
待
合
所
を

制
作
し
ま
し
た
。
現
在
も
少
し
ず
つ
手

を
加
え
て
い
ま
す
。
三
年
目
は
公
園
の

整
備
計
画
と
設
備
の
一
部
制
作
、
四
年

目
は
東
屋
の
制
作
、
五
年
目
は
練
炭
ス

ト
ー
ブ
づ
く
り
と
水
飲
み
場
の
整
備
を

し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
は
「
眠
る
空

間
」
と
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
白
倉
（
旧
白

倉
小
学
校
）
の
中
に
、
竹
を
利
用
し
た

宿
泊
室
と
可
動
式
休
憩
室
を
制
作
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

を
地
元
の
素
材
を
使
い
、
伝
統
的
な
工

法
を
学
び
な
が
ら
作
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
方
々
の
協
力
も
大
き
い
で
す
ね
。

∞∞

黍
的
森
験

　
　
参
加
し
て
い
る
学
生
さ
ん
た
ち
に

も
話
を
う
か
が
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
理
由

は
？
そ
し
て
、
そ
の
感
想
は
？

エ
ド
ワ
ル
ド
（
ベ
ル
ギ
ー
／
2
1
歳
／
男
）

　
都
市
で
生
活
し
て
い
る
の
で
、
違
う

環
境
に
身
を
置
い
て
み
た
か
っ
た
し
、

慎
（
江
頭
）
さ
ん
の
や
っ
て
い
る
こ
と

に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
は
、
開
放
さ
れ
て
い
て
都
市
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
な
く
て
い
い
。
楽
し

く
て
、
つ
い
夜
飲
み
過
ぎ
て
し
ま
っ
て

朝
が
つ
ら
い
の
が
難
点
（
笑
）
。

ク
リ
ス
ト
フ
（
ド
イ
ツ
／
2
3
歳
／
男
）

　
以
前
か
ら
日
本
に
興
味
が
あ
り
、
白

倉
の
人
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
知

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
の
人
た
ち
は
み
ん
な
親
切
で
オ

ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で
す
。
来
る
前
か
ら

地
元
と
の
交
流
の
話
は
聞
い
て
い
ま
し

た
が
、
こ
こ
ま
で
深
い
つ
な
が
り
が
で

き
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
み
じ
引
き
（
夏
祭
り
）
の
準
備
な
ん

か
を
手
伝
っ
て
い
る
と
、
村
の
一
員
に

な
っ
た
よ
う
で
、
と
て
も
グ
ツ
ド
で
す
。

ル
イ
サ
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
／
2
7
歳
／
女
）

　
そ
う
、
外
国
人
が
こ
こ
ま
で
歓
迎
さ

れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
ビ

ッ
ク
リ
で
す
。
集
落
の
人
た
ち
も
、
私

た
ち
と
の
交
流
を
同
じ
よ
う
に
喜
ん
で

く
れ
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き
て
感
激

し
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
「
知
恵
と
か
経

験
」
と
か
、
現
代
人
が
忘
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
生
活
感
、
人
と
し
て
生
き
る
た

め
の
大
事
な
要
素
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
あ
る
意
味
で
未
来
的
で
す
。

ク
リ
ス
ト
フ
　
た
だ
、
あ
ま
り
楽
し
い

の
で
、
ワ
ー
ク
す
る
時
間
が
足
り
な
い

よ
。
も
っ
と
ハ
ー
ド
に
や
っ
て
も
い
い

の
に
な
（
笑
）
。

西
尾
健
理
（
日
本
／
2
6
歳
／
男
）
僕

は
子
ど
も
の
頃
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
住
ん

で
い
て
、
日
本
の
こ
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
こ
と
も
中
途
半
端
に
し
か
知
ら
な
い

の
で
、
日
本
人
と
し
て
土
の
に
お
い
を

感
じ
た
く
て
参
加
し
ま
し
た
。
感
想
は
、

み
ん
な
と
同
じ
で
す
。
特
に
神
輿
を
担

い
だ
時
に
は
舞
い
上
が
り
ま
し
た
ね
。

高
尾
雪
野
（
日
本
／
2
0
歳
／
女
）
　
私

は
東
京
芸
術
大
学
か
ら
の
参
加
で
す

が
、
思
っ
た
以
上
に
地
域
の
人
た
ち
が

親
切
で
、
楽
し
い
体
験
に
な
り
そ
う
で

す
。ダ
ニ
エ
ル
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
／
2
3

歳
／
男
）
　
僕
と
し
て
は
、
こ
の
事
業

に
役
場
が
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
て
、
き

ち
ん
と
し
た
依
頼
主
が
あ
る
こ
と
が
う

れ
し
い
。
遊
び
で
は
な
く
、
責
任
あ
る

仕
事
と
し
て
経
験
で
き
る
こ
と
が
大
き

い
。
た
だ
、
や
る
こ
と
が
多
く
て
時
間

が
足
り
な
い
の
が
困
る
な
。

マ
リ
ア
（
ギ
リ
シ
ャ
／
2
4
歳
／
女
）

し
っ
く
い
の
塗
り
方
な
ど
に
共
通
性
が

あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
自
分
の
国
と
文
化
的

な
差
が
あ
る
と
は
感
じ
て
い
な
い
。
す

べ
て
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
た
だ
、
蚊

に
は
悩
ま
さ
れ
ま
す
ね
（
笑
）
。

サ
ム
・
リ
ウ
（
台
湾
／
2
6
歳
／
男
）

二
回
目
の
参
加
で
す
。
大
工
の
仕
事
な

ど
、
日
本
の
伝
統
的
な
技
に
興
味
が
あ

っ
て
続
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
体
験
は

と
て
も
刺
激
的
で
す
ね
。
「
東
京
で
な

い
日
本
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
も

良
か
っ
た
。

山
田
尚
美
（
日
本
／
2
3
歳
／
女
）
　
私

も
二
回
目
の
参
加
で
す
が
、
一
泊
で
ス

ポ
ッ
ト
参
加
す
る
予
定
が
全
日
程
終
了

ま
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
つ

か
し
い
生
活
感
が
こ
こ
の
魅
力
で
す
。

響
倉
は
－
丁
先
進
地

　
　
受
け
入
れ
て
い
る
地
域
の
人
た
ち

は
ど
ん
な
感
想
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
最
初
は
、
何
だ
こ
っ
て
ら
変
な
感
じ

が
し
た
ど
も
、
今
じ
ゃ
、
お
ら
ど
こ
の

野
菜
を
喜
ん
で
食
っ
て
く
い
ら
ん
が
張

り
合
え
だ
て
。
（
六
十
代
男
性
）

　
も
う
、
空
気
み
て
な
感
じ
に
な
り
ま

し
た
ね
。
お
互
い
に
そ
こ
に
居
ら
ん
が

当
た
り
前
に
。
（
五
十
代
男
性
）

　
も
み
じ
引
き
も
、
彼
ら
が
い
る
ん
だ

ん
が
で
っ
け
木
を
切
ら
い
ら
ん
だ
て
。

祭りへの参加で、地域とのつながりが
一層深まります

今
年
は
、
今
ま
で
で
一
番
で
か
い
木
を

切
っ
て
き
た
。
（
四
十
代
男
性
）

　
祭
り
も
ふ
だ
ん
も
に
ぎ
や
か
に
な
り

ま
し
た
。
な
ん
か
遊
び
相
手
が
増
え
た

み
た
い
で
す
。
（
五
十
代
女
性
）

　
学
生
た
ち
と
そ
の
後
も
連
絡
を
と
る

た
め
に
、
何
年
も
前
か
ら
電
子
メ
ー
ル

を
始
め
た
子
ど
も
も
い
ま
す
。
白
倉
が

一
番
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
率
が
高
い

ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
（
四
十
代
男
性
）

　
皆
さ
ん
が
、
地
域
の
人
た
ち
と
協
力

し
あ
っ
て
研
究
や
施
設
整
備
を
す
る
こ

と
は
意
義
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
宿
泊
室
整
備
で
、
さ
ら
に
拠
点

性
が
高
ま
り
、
交
流
活
動
が
一
層
進
ん

で
く
れ
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。
（
施

設
を
管
理
す
る
役
場
開
発
課
）

　
　
国
際
化
・
交
流
と
い
う
名
の
も
と

で
、
各
地
で
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
単
発
で
表
面
的
な
も
の
が

多
い
中
、
真
の
国
際
交
流
の
姿
が
こ
こ

に
は
あ
る
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
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介
　
護
　
呆
　
険

か
い
こ
ほ
け
ん

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

み
ん
な
の
笑
顔
に

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
よ
り
、
介

護
さ
れ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
介
護
す
る

人
や
家
族
に
も
安
心
と
笑
顔
が
ひ
ろ
が

っ
て
い
き
ま
す
。

川西町の介護サービス利用状況

第1号被保険者の約1割の人が
介護サービスを利用しています。

平成13年6月の利用状況（在宅・施設）

第1号被保険者数（人） 2，312

要介護・要支援認定者数（人） 268

介護サービス利用実人数（人） 203

利　　　用　　　率（％） 75．7

※平成13年6月

在宅 施設 計

利用人数（人） 129 75 204

構成比（％） 63．2 36．8 100．0

費用総額（千円） 11，277 24，452 35，729

構成比（％） 31．6 68．4 100．0

1人当りの
費用額（円）

87，419 326，027 175，142

介
護
保
険
の
安
心
は

み
ん
な
で
支
え
て
い
ま
す

　
介
護
保
険
制
度
を
運
営
す
る
そ
の
財

源
の
半
分
は
公
費
（
国
、
都
道
府
県
、

市
区
町
村
）
、
残
り
の
半
分
を
六
十
五

歳
以
上
の
第
一
号
被
保
険
者
と
四
十
歳

か
ら
六
十
四
歳
の
第
二
号
被
保
険
者
が

負
担
を
し
、
制
度
を
み
ん
な
で
支
え
あ

う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

介護保険の財源

65歳以上の

人の保険料

　17．0％

＼
z

○OOOOO
　OOOO

の

○○○○
○○

4（

（7：

国の負担金

　25．0％

0歳から64歳

う人の保険料

　33．0％

都道府県の

　負担金

　12．5％

　市区町村

　　負担金
　　12．5％

十
月
か
ら
保
険
料
が

満
額
（
本
来
額
）
徴
収
に

な
り
ま
す

　
六
十
五
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
に
慣
れ
て
い

た
だ
く
た
め
、
ま
た
安
心
し
て
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
保
険
料
の
負
担
は
特
別
対
策
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

●
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の

　
半
年
間
は
保
険
料
の
負
担
が
必
要
あ

　
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
平
成
十
二
年
十
月
か
ら
平
成
十
三
年

　
九
月
ま
で
の
一
年
間
は
本
来
の
保
険

　
料
の
半
額
を
納
め
ま
し
た
。

●
そ
し
て
、
平
成
十
三
年
十
月
か
ら
は

　
本
来
の
保
険
料
の
額
を
納
め
る
こ
と

　
に
な
り
ま
す
。

平成12～14年度の65歳以上の人の保険料の額

舎
本
来
の
保
険
料
の
額
号

→H13．10　H14．4H12．10　H13．4H12．4

保
険
料
は
所
得
に

あ
わ
せ
て
決
め
ら
れ
ま
す

　
納
め
る
保
険
料
は
私
た
ち
の
所
得
に

よ
っ
て
段
階
別
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
低
所
得
の
人
に
困
難
な
負
担
と
な

ら
な
い
よ
う
な
措
畳
も
と
ら
れ
て
い
ま

す
。
あ
な
た
の
保
険
料
は
い
く
ら
で
し

ょ
・
つ
？

←　保険料慧軽減されています　→

第1段階 第2段階 第3段階 第4段階 第5段階

生活保護の受給者、

老齢福祉年金受給者

（住民税世帯非課税）

世帯全体が

住民税非課税

　　本人が

住民税非課税

（住民税世帯課税）

本人が住民税課税

で合計所得金額

　250万円未満

本人が住民税課税

で合計所得金額

　250万円以上

基準額×0．5 基準額×0．75 基準額 基準額×1．25 基準額×1．5

平成13年度（年額） 12，300円 18，500円 24，600円 30，800円 36，900円
平成14年度（年額） 16，400円 24，600円 32，800円 41，000円 49，200円

※
所
得
段
階
は
変
わ
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す

　
平
成
十
二
年
の
所
得
に
よ
り
、
十
三

年
度
の
所
得
段
階
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
所
得
段

階
が
確
定
す
る
ま
で
は
前
年
度
二
月
と

同
じ
保
険
料
額
を
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
（
仮
徴
収
）
。
そ
の
後
は
前
年
の

所
得
を
も
と
に
し
た
保
険
料
か
ら
仮
徴

収
分
を
除
い
た
額
を
納
め
ま
す
。

老
齢
（
退
職
）
年
金
の

受
給
額
に
よ
っ
て

納
め
方
が
違
い
ま
す

　
六
十
五
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
は
受
給

し
て
い
る
老
齢
（
退
職
）
年
金
の
額
に

よ
っ
て
保
険
料
の
納
め
る
方
法
が
特
別

徴
収
と
普
通
徴
収
に
分
か
れ
ま
す
。
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特別徴収

保険料は年

金から差し

引かれます

　普通徴収

送付される納付

書に基づき保険

料を個別に市町

村へ納めます

※
こ
ん
な
と
き
は
普
通
徴
収
に
な
り

　
ま
す

　
受
給
し
て
い
る
年
金
の
額
が
十
八
万

以
上
の
人
で
も
、
次
の
場
合
は
普
通
徴

収
で
納
め
ま
す
。

●
六
十
五
歳
に
な
っ
た
年
度
（
納
め
始

　
め
た
年
度
か
ら
翌
年
度
九
月
ま
で
）
。

●
年
度
の
途
中
で
他
の
市
町
村
か
ら
転

　
入
し
て
き
た
と
き
。

●
年
度
の
途
中
で
所
得
段
階
の
区
分
が

　
変
更
に
な
っ
た
と
き
。

●
年
度
の
初
め
（
四
月
一
日
）
の
時
点

　
で
年
金
を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
と

　
き
な
ど
。



　
　
・
＾
．
ー

　
　
　
　
6
ノ
・
ゑ
て

●

鰯

o

10月1日、全国一斉に事業所・企業統計調査が行われます。

　この調査は、国勢調査と並ぶ国の最も基本的な統計調査の一つで、事業所や企業につい

て産業別や従業者規模別の基本的構成を、全国、都道府県、市区町村別に明らかにするこ

とがねらいです。

　このため、店舗や工場、会社をはじめとして、学校、病院、神社など、あらゆる種類の

事業所をもれなく調べることとしています。

調査の結果は、国や地方公共団体などにおける各種行政施策の立案や民間における事業

計画等の策定の基礎資料として、多方面に利用されます。

9月下旬から調査員が各事業所を訪問して、調査票の記入

をお願いしますので、調査にこ協力ください。

会社も、お店も、学校も、病院も。

●
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見事な飛び込みも随所に見られました

鰯「内〃1学羨
彩霧善～衣泳1太会篇籔栗

　8月1日、千手小学校プールで熱戦が繰り広げられました。真っ黒

に日焼けしたスイマーたちは、100分の1秒の差で勝敗を分けるほど

の接戦ぷり、練習の成果を十分発揮できた子、涙をのんだ子も最後

はみんながはつらつとして、たくましささえ感じられました。

※は大会新記録

、馨．、』『講．舞羅鐵 li…轟1毒

自由型25メートル 自由型25メートル

①田村龍平（上野） ②川崎茂人（千手） ③水落啓介（橘） ①野沢法子（橘） ②丸山晴香（橘） ③大久保茶月（橘）

自由型50メートル 自由型50メートル

①稲田　岳（千手） ②酒井晴基（橘） ③南雲斎（千手） ①山口友紀（橘） ②櫃間香帆（千手） ③羽鳥絵里加（橘）

自由型100メートル 自由型100メートル

①南雲斎（千手） ②小林航平（千手） ①小川佳美（千手）

平泳ぎ50メートル 平泳ぎ50メートル

①中條和成（仙田） ②登坂拓矢（仙田） ③登坂裕和（仙田） ①星名叶恵（千手） ②酒井久実（千手） ③樋口奈央（仙田）

平泳ぎ100メートル 平泳ぎ100メートル
①太田　渉（千手） ②稲田　岳（千手） ③平野聖士（千手） ①丸山菜都美（橘） ②星名叶恵（千手） ③酒井久実（千手）

背泳ぎ50メートル 背泳ぎ50メートル

①田村祐馬（上野） ①羽鳥絵里加（橘） ②水落彩乃（千手）

バタフライ25メートル バタフライ50メートル

①登坂拓矢（仙田） ②増田隼人（仙田） ①小川佳美（千手）

個人メドレー100メートル 200メートルリレー（50M×4）

①太田　渉（千手） ①千手Aチーム ②千手Bチーム ③仙田チーム

200メートルリレー（50M×4） 200メートルメドレーリレー（50M×4〉

①千手Bチーム ②橘チーム ③上野チーム ①千手Aチーム ②千手Bチーム

雛 籔鮒嚢，1

自由型25メートル 自由型25メートル

①金子竜美（上野） ②若山翔矢（上野） ③小林則広（千手） ①清水亜沙美（千手）②茂野真子（仙田） ③村越千恵子（橘）

自由型50メートル 自由型50メートル

①春日大輝（千手） ②工藤祐也（千手） ③高橋倫平（千手） ①高橋舞（千手） ②丸山理加（橘） ③小海菜奈（上野）

自由型100メートル 自由型100メートル
①佐藤英之（橘） ②村越俊介（橘） ③野沢貴宏（橘） ①蔵品あゆみ（千手） ②蔵品京子（千手） ③田村知佳（千手）

平泳ぎ50メートル 平泳ぎ50メートル

①貴田大地（千手） ②丸山夏輝（千手） ③関口　誠（千手） ①丸山範子（千手） ②蔵品麻弥（千手） ③南雲春佳（千手）

平泳ぎ100メートル 平泳ぎ100メートル
①相崎祐輝（千手） ②清水佑樹（千手） ③保坂拓実（千手） ①丸山範子（千手） ②蔵品麻弥（千手） ③田村沙織（千手）

背泳ぎ50メートル 背泳ぎ50メートル

①山家成幸（橘） ②野沢貴宏（橘） ③高津好孝（橘） ①押木優花（千手） ②渡辺響子（橘） ③中村彩也香（橘）

背泳ぎ100メートル バタフライ25メートル
※①佐藤英之（橘） ②相崎祐輝（千手） ①星名美佳（千手） ②小海菜奈（上野）

バタフライ50メートル バタフライ50メートル

①涌井智仁（橘） ②田口裕也（橘） ①星名美佳（千手） ②丸山理加（橘） ③藤巻友佳（橘）

バタフライ100メートル 個人メドレー100メートル

①村越俊介（橘） ①高橋舞（千手） ②渡辺響子（橘）

200メートルリレー（50M×4） 200メートルリレー（50M×4〉

①橘Aチーム ②千手Aチーム ③千手Bチーム ①千手Aチーム ②橘Aチーム ③千手Cチーム

200メートルメドレーリレー（50M×4） 200メートルメドレーリレー（50M×4）

①千手Aチーム ②上野チーム ③仙田チーム ①千手Aチーム ②千手Bチーム ③橘チーム
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一
郷
一
村
の
仙
田
村

　
松
之
山
町
の
深
坂
峠
か
ら
下
っ
た
山

あ
い
に
発
し
た
渋
海
川
は
、
そ
の
流
域

に
松
之
山
郷
・
仙
田
郷
・
小
国
郷
を
育

て
、
長
岡
市
の
長
生
橋
近
く
で
信
濃
川

に
合
流
す
る
。
延
長
七
〇
・
六
キ
．
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　
昔
は
、
吉
田
郷
の
中
に
含
め
ら
れ
て

い
た
と
も
伝
え
る
が
、
束
に
関
田
山
脈

と
向
か
い
あ
い
、
西
に
八
石
山
山
脈
を

背
負
っ
て
、
真
ン
中
を
渋
海
川
が
貫
流

す
る
と
い
う
独
特
な
地
形
環
境
に
あ
る

の
で
、
俗
に
仙
田
郷
と
呼
び
な
ら
さ
れ

て
き
た
。

「悠久」を感じさせる仙田の山なみ

　
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
作
成
さ

れ
た
越
後
絵
図
に
よ
る
と
、
桐
山
・
小

脇
・
高
倉
・
霧
谷
・
藤
沢
・
室
島
・
田

戸
・
中
仙
田
・
赤
谷
・
岩
瀬
・
大
倉
・

大
白
倉
・
小
白
倉
・
大
貝
の
十
四
か
村

　
　
　
　
　
　
　
こ
く
だ
か

が
載
っ
て
お
り
、
石
高
も
別
記
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
な
が

高
田
藩
主
松
平
越
後
守
（
光
長
）
の
領

地
と
あ
る
。

　
既
に
あ
っ
た
は
ず
の
越
ヶ
沢
が
見
え

な
い
け
れ
ど
も
、
田
戸
に
含
ま
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
し
、
別

に
仙
田
村
の
名
も
書
き
込
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
ろ
ま
で
、
十
四
か
村
（
ま
た

は
十
五
か
村
）
が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
の
村

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
有
名
な
高
田
藩
の
お
家
騒
動
と
呼
ば

れ
る
事
件
が
あ
っ
て
、
頸
城
・
魚
沼
・

刈
羽
・
三
島
な
ど
二
十
六
万
国
余
を
支

配
し
て
い
た
松
平
光
長
家
は
潰
さ
れ
、

そ
の
後
は
、
い
く
つ
か
に
分
割
支
配
さ

れ
た
。
事
件
の
あ
と
、
遺
領
は
幕
府
の

命
令
で
実
地
調
査
が
行
わ
れ
、
天
和
三

四
二
）
に
は
、
仙
田
村
を
と
り
ま
く
よ

う
に
吉
田
・
千
手
・
上
野
地
区
の
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
だ
よ
し

か
村
が
白
河
藩
松
平
定
賢
の
領
地
と
な

っ
た
。

　
以
来
、
一
郷
一
村
と
し
て
の
仙
田
村

が
昭
和
年
代
ま
で
継
続
す
る
わ
け
で
あ

る
。仙

田
と
い
う
呼
び
名

　
「
み
た
ご
や
」
と
い
う
古
い
地
名
ら

し
い
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
室
島

あ
た
り
の
呼
び
名
で
は
な
か
っ
た
か
と

教
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

ま
っ
た
く
見
当
が
つ
か
な
い
。

上
野
　
上

（
第
五
回
）政
基

年
（
一
六
八
三
）
検
地
帳
が
ま
と
め
ら

れ
た
。
こ
の
と
き
の
十
五
か
村
は
、
従

前
ど
お
り
別
個
に
扱
わ
れ
て
、
仙
田
村

の
名
は
表
面
に
出
て
い
な
い
。

　
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
、
会
津
藩

　
　
ま
さ
か
た

松
平
正
容
の
預
か
り
領
と
し
て
仙
田
村

の
名
が
公
的
に
出
て
く
る
。
あ
る
い
は
、

こ
れ
よ
り
先
の
幕
府
預
か
り
（
天
領
）
の

時
代
に
十
五
か
村
を
一
括
し
て
の
仙
田

村
が
確
立
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
す
で
に
、
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
だ

の
節
黒
城
主
上
野
家
成
譲
状
に
「
千
田

ぐ
ち口
」
地
名
が
あ
る
の
で
、
仙
田
の
通
称

は
ず
っ
と
古
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
し
、
さ
ら
に
、
寛
保
二
年
（
一
七

　
新
潟
市
の
高
岡
功
さ
ん
と
い
う
研
究

者
が
、
昭
和
五
十
年
代
に
犬
伏
か
ら
室

島
ま
で
の
間
を
何
度
も
足
を
運
ん
で
修

験
道
の
痕
跡
を
調
べ
た
け
れ
ど
も
、
ま

と
め
な
い
う
ち
に
亡
く
な
ら
れ
た
。

　
室
島
の
相
国
寺
の
前
身
が
、
犬
伏
の

松
苧
山
の
下
に
あ
っ
た
と
い
う
の
が
、

研
究
の
キ
ッ
カ
ケ
で
あ
っ
た
。
い
く
つ

か
の
収
穫
が
あ
っ
た
と
喜
ん
で
い
た
の

に
、
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　
山
が
深
い
の
で
、
木
や
萱
が
た
く
さ

ん
採
れ
て
、
馬
に
千
駄
も
積
め
る
と
こ

ろ
だ
か
ら
、
セ
ン
ダ
の
呼
び
名
に
な
っ

た
と
い
う
説
が
あ
る
。
ま
た
、
千
駄
の

萱
を
山
と
積
ん
で
焼
き
、
雨
乞
い
を
し

木立に囲まれる相国寺

た
と
も
い
う
。
し
か
し
、
郷
の
総
称
が

仙
田
で
、
そ
の
中
央
に
中
仙
田
が
あ
る

こ
と
か
ら
す
る
と
、
と
て
も
考
え
ら
れ

る
話
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

過
疎
か
ら
の
脱
皮

　
ま
と
め
て
仙
田
村
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
て
、
庄
屋
・
組
頭
が
定
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
十
五
か
村
で
あ
っ
た
こ
と
や
、

そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
成
り
立
ち
を
持
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
集
落
ご
と
に
内
組

頭
が
置
か
れ
て
ム
ラ
の
ま
と
め
役
に
あ

た
っ
て
い
た
。

　
同
じ
よ
う
な
大
村
で
あ
る
中
条
村
に

も
こ
の
よ
う
な
例
が
あ
り
、
里
地
の
庄

屋
と
山
地
庄
屋
が
任
命
さ
れ
、
ム
ラ
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
き
が
し
ら

と
に
帳
代
を
置
い
て
い
た
。
軒
頭
と
呼

ぶ
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
ム
ラ
の
ま
と

め
役
で
あ
り
、
非
公
式
な
組
頭
に
相
当

す
る
立
場
に
あ
っ
た
。

　
ム
ラ
の
開
発
に
関
係
し
て
い
た
た
め

か
大
地
主
・
中
地
主
の
力
が
強
く
、
ム

ラ
ご
と
の
立
場
や
権
利
を
守
る
気
持
ち

が
固
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
他
郷
と
は

ひ
と
味
ち
が
う
気
風
が
醸
成
さ
れ
て
お

り
、
個
々
の
ム
ラ
意
識
や
仙
田
郷
を
総

括
し
て
の
気
構
え
が
強
固
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
三
十
年
代
か
ら
離
村
が
多
く
な

り
、
残
念
な
が
ら
県
内
で
も
有
数
の
過

疎
地
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

明
治
の
仙
田
村
は
、
新
潟
県
で
最
高
の

人
口
を
持
つ
大
村
で
あ
っ
た
こ
と
を
、

思
い
出
し
て
ほ
し
い
。

　
明
治
新
政
で
、
次
々
と
新
し
い
地
方

行
政
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

ち
ょ
ん
ま
げ
時
代
の
よ
う
に
自
給
自
足

一
点
張
り
の
村
々
で
は
、
と
て
も
財
政

面
で
応
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
、
国
・
県
の
強
い
指
導
で
、
大

が
か
り
な
町
村
合
併
が
、
二
十
二
年
と

三
十
四
年
に
実
施
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
動
き
の
中
で
、
仙
田

村
は
旧
来
と
変
わ
り
な
く
、
一
郷
一
村

を
継
続
し
て
き
た
。

　
明
治
二
十
二
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
新

潟
県
下
で
五
〇
八
町
四
、
○
八
五
村
あ

っ
た
も
の
が
、
合
併
し
て
一
市
四
六
町

七
六
九
村
に
整
理
さ
れ
た
。
こ
の
村
々

の
中
で
、
仙
田
村
は
九
〇
二
戸
・
五
、
七

一
〇
人
と
い
う
県
下
第
一
の
村
だ
っ
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
重
な
っ
て
、
仙

田
郷
か
ら
は
大
貝
・
桐
山
・
霧
谷
・
藤

沢
・
越
ヶ
沢
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

現
在
は
十
集
落
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
七
月
十
五
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
仙

田
体
験
交
流
館
「
キ
ラ
リ
」
の
利
用
を

キ
ッ
カ
ケ
に
し
て
、
地
域
全
体
の
発
展

を
願
う
の
は
私
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
。
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お寄せください

あなたの

●
　　　　　案
●

　　　　　見

　
町
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
提

案
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
、
「
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
提

言
や
意
見
」
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
届
い
た
も
の
の
中
か

ら
、
差
出
人
が
明
ら
か
な
も
の
や
、
紙

面
で
回
答
す
る
必
要
の
あ
る
も
の
を
、

内
容
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す

み
の
纏
翻
欝
に
糞
園
捲
韮

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
歳
・
女
性
）

①
み
の
り
団
地
は
公
園
が
未
整
備
で
空

き
地
は
草
が
生
え
放
題
だ
。

　
団
地
内
に
小
さ
な
子
ど
も
が
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
流
の
場

と
し
て
、
入
居
当
初
話
の
あ
っ
た
公
園

を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

〈
み
ん
な
で
つ
く
る
住
み
よ
い
町
内
〉

①
現
在
、
町
営
住
宅
へ
の
入
居
希
望
者

は
若
い
世
代
が
多
く
、
み
の
り
団
地
も

三
十
世
帯
の
う
ち
、
ほ
と
ん
ど
が
若
い

世
代
の
入
居
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
居

　
　
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
蓑

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
子
供
た

ち
の
遊
び
場
や
町
内
の
方
々
の
交
流
の

場
が
必
要
と
考
え
、
団
地
内
に
「
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
」
（
公
園
）
と
し
て
建

物
周
辺
及
び
、
一
号
棟
と
二
号
棟
の
問

の
整
備
を
平
成
十
年
度
に
行
い
ま
し

た
。

　
内
容
と
し
て
は
、
ベ
ン
チ
や
遊
具
、

ス
テ
ー
ジ
、
樹
木
、
草
花
類
な
ど
を
配

置
し
て
い
ま
す
の
で
、
現
状
の
も
の
を

積
極
的
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
遊
具
は
シ
ー
ソ
ー

二
基
だ
け
で
す
が
。

　
清
掃
、
除
草
な
ど
の
維
持
管
理
に
つ

き
ま
し
て
は
、
自
分
の
持
家
で
あ
れ
ば

誰
も
が
家
の
周
辺
の
管
理
は
個
々
に
や

ら
れ
て
い
る
と
同
様
に
、
み
の
り
団
地

に
お
住
み
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
自
主
管

理
を
お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
今
後
、
現
在
の
施
設
の
変
更

や
、
遊
具
の
増
設
等
の
必
要
性
が
出
て

く
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
際
は
、
事
業
費
を
全
額
町
が
支

出
す
る
こ
と
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
の
で
、
町
内
で
組
織
づ
く
り

の
う
え
、
自
主
的
な
取
り
組
み
に
対
し

て
助
成
す
る
『
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援

事
業
』
等
を
活
用
し
て
整
備
し
、
み
な

さ
ん
で
協
力
し
て
住
み
よ
い
町
内
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

灘
嬢
麟
態
勲
蕪
難
登
難
懲
鎌

鐵
欝
翻
鋤
辮
謎
盤
塵
騰
羅
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
67
歳
・
男
性
）

①
町
ぐ
る
み
で
、
使
用
済
割
り
ば
し
を

集
め
る
運
動
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
資
源
ご
み
と
な
り
、
そ
の
分
排
出
す

る
ご
み
が
減
量
さ
れ
る
。

②
県
道
小
千
谷
十
日
町
津
南
線
・
新
町

新
田
地
内
の
力
ー
ブ
が
危
険
。
早
期
に

改
良
を
進
め
て
ほ
し
い
。

〈
使
用
済
み
割
り
ば
し
は
資
源
〉

0
使
用
済
み
割
り
ば
し
利
用
の
例
と
し

て
、
炭
と
し
て
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
他
に
も
考
え
れ
ば
様
々
な
利
用
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
町
ぐ
る
み
で
再
利
用
の
運
動
を
推
進

し
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
ご
意
見
で
す

が
、
ご
み
の
再
利
用
に
対
す
る
意
識
高

揚
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
変
良
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
割
り
ば
し
を
多
く
使

用
す
る
飲
食
店
を
は
じ
め
、
関
係
す
る

団
体
な
ど
に
割
り
ば
し
の
再
利
用
に
つ

い
て
呼
び
か
け
を
す
る
と
と
も
に
、
再

資
源
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

〈
順
次
改
罠
を
進
め
ま
す
〉

②
県
道
小
千
谷
十
日
町
津
南
線
・
新
町

新
田
地
内
の
カ
ー
ブ
に
つ
い
て
は
、
カ

ー
ブ
が
き
つ
く
、
ま
た
、
急
勾
配
の
た

め
見
通
し
が
悪
く
、
冬
期
に
は
凍
結
な

ど
に
よ
り
車
の
通
行
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
県
及
び
十
日
町
土

木
事
務
所
に
改
良
の
要
望
を
続
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
路
線
で
は
、
野
口
・
原
田
地
内

で
の
改
良
舗
装
工
事
が
、
平
成
八
年
度

か
ら
継
続
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
新
町
新
田
地
内
の
改
良
が
先
送

り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
橘
地
内
の
工
事
が
完
了
し
た
こ
と
か

ら
、
新
し
い
ル
ー
ト
や
橋
梁
の
架
橋
な

ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
事
業
費
な
ど
の
関
係
か
ら
早
期
の

着
工
は
見
込
め
な
い
た
め
、
当
面
の
対

応
策
と
し
て
、
平
成
十
四
年
度
に
消
雪

パ
イ
プ
の
布
設
を
要
望
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
、
霧
慧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藝
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贔

　
　
　
　
　
　
霧
簾
n
…
，
　
力
新

「
1
－
I
I
I
I
I
I
I
－
I
I
I
I
一
－
ー
口
I
I
I
l
－
1
－
1
8
一
1
8
1
一
〇
I
1
8
1
一
I
I
－
I
O
口
一
1
－
1
－
1
8
1
1
1
－
I
I
一
ー
I
I
I
l
1
1
」

　
●
お
・
ね
・
が
・
い
●

　
　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん

　
の
素
朴
な
疑
問
や
積
極
的
な
ご
提

　
言
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
広
報
の
四
月
号
に
添
付
し
て
お

　
届
け
し
た
提
案
用
の
ハ
ガ
キ
は
、

　
役
場
の
窓
口
に
も
用
意
し
て
あ
り

　
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
提
案
・
質
問
等
は
何
で

　
も
結
構
で
す
が
、
個
人
攻
撃
や
中

　
傷
等
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
、
匿
名
の
場
合
は
、
直
接
の

　
回
答
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
紙
面
で

　
も
ご
紹
介
で
き
な
い
こ
と
が
多
い

　
こ
と
を
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

r
1
8
罷
8
8
聖
1
5
ー
曜
［
匹
l
I
I
I
I
［
I
I
I
「
匪
I
I
I
I
I
I
ー
匠
肚
ー
i
I
酢
ー
匠
露
［
「
匹
ー
塵
5
0
1
－
I
1
0
1
1
0
』
O
I
I
l
l
l
1
1
1
1
」
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荘重にして華麗！

越後天神ばやし
ワールドの世界

ま
ち
の
話
題

夜の空間に浮かび上がるステージで、熱唱が続きました

い
が
天
に
通
じ
た
の
か
、

い
て
開
催
に
支
障
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
夕
方
、
五
時
か
ら
屋
台
村
が
開
店
し
、
お
祭
り
ム
ー
ド

が
高
ま
る
中
で
午
後
六
時
か
ら
催
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
田
ロ
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
天
神
ば
や
し
や
伝
統

芸
能
の
研
究
者
で
あ
る
十
日
町
市
の
大
島
伊
一
氏
の
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
大
島
氏
は
、
天
神
ば
や
し

　
新
世
紀
か
わ
に
し
創
造
事
業
の
一
環

と
し
て
企
画
さ
れ
た
「
越
後
天
神
ば
や

し
ワ
ー
ル
ド
」
は
、
八
月
四
日
、
ナ
カ

ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
芝
生
広
場
を
会
場

に
、
約
千
二
百
人
の
観
客
を
集
め
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
未
明
か
ら
の
集
中
豪
雨
が

あ
り
、
準
備
作
業
も
雨
が
残
る
中
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
野
外
で
の
開
催
を
危
ぷ
む
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
が
、
「
大
丈
夫
、
晴
れ
女
、
晴

れ
男
だ
ら
け
だ
っ
け
、
必
ず
晴
れ
る
。
」

「
こ
こ
数
年
閤
、
野
外
イ
ベ
ン
ト
で
降
ら

れ
た
こ
と
が
な
い
。
」
「
昨
日
、
天
気
祭

り
を
盛
大
に
し
た
。
」
等
、
各
種
団
体
や

住
民
有
志
な
ど
、
全
町
か
ら
集
ま
っ
た

実
行
委
員
の
皆
さ
ん
の
マ
ジ
メ
？
な
思

　
　
　
　
雨
は
次
第
に
上
が
り
、
芝
も
乾

の
ル
ー
ツ
は
現
在
の
千
葉

県
周
辺
で
、
山
梨
や
長
野

を
経
て
妻
有
地
方
に
入
っ

て
き
た
と
考
え
ら
れ
る

と
、
研
究
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。
各
地
で
収
録

し
た
歌
も
紹
介
さ
れ
、
会

場
か
ら
は
、
「
へ
え
ー
、

そ
っ
く
り
だ
。
」
「
伊
豆
大

島
に
も
あ
ら
ん
ね
。
」
と

見事な舞踊を披露する団体もありました

初
め
て
聞
く
他
地
域
の
天
神

ば
や
し
（
と
同
じ
系
譜
の
民

謡
）
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
は

天
神
ば
や
し
の
競
演
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
、
小
千

谷
市
三
、
十
日
町
市
五
、
松

代
町
一
、
中
里
村
二
、
川
西

町
五
の
計
五
市
町
村
十
六
団

体
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま

し
た
。

　
各
団
体
と
も
自
慢
の
の
ど

や
息
の
あ
っ
た
斉
唱
、
踊
り

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
交
え

て
「
お
ら
が
天
神
ば
や
し
」

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
観
客
か
ら

や
ん
や
の
喝
采
を
浴
び
て
い

ま
し
た
。
観
客
の
ひ
と
り
は
、

中には仮装と語りで会場を沸せる団体も

繍．1鵡
屋台村も大にぎわい

「
天
神
ば
や
し
ば
か
り
で
飽
き
る
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
と

ん
で
も
な
い
。
身
体
が
震
え
る
よ
う
な
感
動
の
連
続
で
し

た
。
」
と
興
奮
気
味
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
中
に
は
、
小
千
谷
市
岩
沢
地
区
の
よ
う
に
、
大
型
バ
ス
を

仕
立
て
て
大
応
援
団
を
送
り
込
み
、
地
区
民
や
川
西
町
の
住

民
と
の
交
流
を
深
め
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
一
部
と
二
部
の
終
了
後
に
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
が
ち
ょ
う
の
会
」
と
、
「
仙
田
子
供

樽
太
鼓
」
の
合
唱
・
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
豊
富
な

練
習
を
積
ん
だ
こ
と
を
物
語
る
内
容
で
、
が
ち
ょ
う
の
会
は
、

こ
の
日
の
た
め
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
天
神
ば
や
し
の
混
声
四
部

合
唱
、
樽
太
鼓
は
や
は
り
天
神
ば
や
し
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
披
露

し
、
盛
大
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
競
演
終
了
後
、
各
部
門
の
審
査
及
び
表
彰
が
あ
り
、
五
団

体
が
受
賞
し
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
の
表
彰
は
、
あ
く
ま
で
も

唄
い
方
や
ま
と
ま
り
の
良
さ
、
熱
の
入
れ
込
み
度
な
ど
を
審

査
し
た
も
の
で
、
各
地
区
の
天
神
ば
や
し
そ
の
も
の
の
優
劣

を
つ
け
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
念
の
た
め
に
b

　
出
演
団
体
及
び
受
賞
団
体
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
催
し
は
、
芸
能
や
音
楽
、
地
域
活
動

な
ど
を
進
め
る
団
体
や
個
人
、
町
商
工
会
、
J
A
な
ど
の

関
係
者
か
ら
な
る
総
勢
約
六
十
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
支
え
ま
し

た
。
こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
力
で
事
業
を
進

め
る
形
は
、
川
西
町
で
は
定
着
し
て
い
ま
す
が
、
他
市
町
村

か
ら
の
参
加
者
は
、
「
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
る
姿
に
感
激

し
ま
し
た
。
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。
」
と
感
想
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
広
域
連
携
も
重
要
で
す
が
、
こ
う
し
た
地
域
内
の
身
近
な

人
の
連
携
が
一
番
大
事
で
す
ね
。

　
な
お
、
今
回
の
催
し
を
記
録
し
た
ビ
デ
オ
と
C
D
を
実
費

で
お
分
け
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
越
後
天
神
ば
や

し
ワ
ー
ル
ド
実
行
委
員
会
事
務
局
（
役
場
開
発
課
内
）
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
盈
6
8
i
3
1
1
1
（
内
線
3
1

2
）
●
申
込
期
限
　
九
月
二
十
五
日
（
火
）

天神ばやしワールド出演団体

団　体　名（出演順） 市町村名 賞

①下条天神ばやし保存会 十日町市 団結賞

②仁田熊野会 川西町
③沖立天神ばやし保存会 川西町
④中里村芸能協会清津峡さざ波会 中里村 演出賞
⑤十日町新座マラソンクラブ 十日町市 熱唱賞

⑥岩沢浪漫～天神ばやしの里～ 小干谷市

⑦中里村天神ばやし保存会 中里村
⑧小白倉天神ばやし愛好会 川西町
アトラクション（がちょうの会） 川西町
⑨真人里地振興会 小千谷市

⑩水沢地区伝統芸能保存会 十日町市

⑪川西町芸能協会天神ばやし保存会 川西町
⑫中条大の坂保存会 十日町市

⑬元町天神囎子の会 川西町
⑭十日町姿部落 十日町市 楽演賞

⑮松代町犬伏樫の会 松代町
⑯小千谷民謡穂波会 小干谷市 歌声賞

アトラクション（仙田子供樽太鼓） 川西町

⑬13、9．10
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完
全
燃
焼
1

十
高
ナ
イ
ン
＆
応
援
団

　
八
月
十
日
、
甲
子
園
球
場
は
熱
狂
の

渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
逆
転
に
次
ぐ
逆
転
を
続
け
て
県
大
会

を
制
し
、
創
部
五
十
四
年
目
に
甲
子
園

初
出
場
の
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
十
日
町

高
校
野
球
部
は
、
こ
の
日
の
第
四
試
合

で
、
高
知
代
表
の
明
徳
義
塾
高
校
と
対

戦
し
ま
し
た
。

　
試
合
は
、
甲
子
園
の
持
つ
独
特
の
雰

囲
気
に
の
ま
れ
た
の
か
、
動
き
の
固
さ

が
目
立
っ
た
十
日
町
高
校
の
一
、
二
回

の
守
備
の
ス
キ
を
つ
か
れ
、
七
点
の
リ

ー
ド
を
明
徳
義
塾
に
許
し
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
エ
ー
ス
尾
身

が
立
ち
直
り
、
互
角
の
展
開
と
な
り
ま

し
た
。
終
わ
っ
て
み
れ
ば
、
O
I
十
の

大
差
が
つ
き
ま
し
た
が
、
得
点
こ
そ
な

ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
十
日
町
高
校
も

七
安
打
を
放
ち
、
無
失
策
の
締
ま
っ
た

ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
点
差
が
離
れ
て
も
全
力
で
プ

レ
ー
す
る
十
高
ナ
イ
ン
の
ひ
た
む
き
な

姿
は
、
応
援
す
る
側
だ
け
で
な
く
観
る

人
す
べ
て
に
感
動
を
与
え
、
閉
会
式
で

は
、
高
野
連
の
牧
野
大
会
委
員
長
が
こ

れ
を
取
り
上
げ
て
た
た
え
ま
し
た
。

　
応
援
も
感
動
的
で
し
た
。
一
一
一
、
五
〇

〇
人
収
容
の
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
に
収

ま
り
き
れ
ず
、
内
、
外
野
席
に
ま
で
あ

ふ
れ
た
大
応
援
団
が
挙
げ
る
歓
声
や
歌

強打の明徳義塾打線を相手に力投を続ける尾身投手

声
は
、
明
ら
か
に
明
徳
義

塾
高
校
を
圧
倒
し
て
い
ま

し
た
。
守
り
で
も
攻
め
で

も
、
選
手
達
の
一
挙
手
一

投
足
に
声
援
を
送
り
、
一

糸
乱
れ
ず
切
れ
目
な
く
続

く
か
け
声
や
応
援
歌
に
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
解
説

者
も
「
こ
れ
は
す
ご
い
。
」

と
う
な
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
前
日
の
夜
、
バ
ス
や
列

車
に
分
乗
し
て
甲
子
園
を

目
指
し
た
応
援
団
は
、
何

度
か
時
閤
調
整
を
し
て
京

都
や
大
阪
近
郊
の
旅
館
、

応援は間違いなく十高の勝ち

　一大歓声が球場を包む一

休
憩
施
設
等
に
到
着
し
て
入
浴
や
仮
眠

を
し
た
あ
と
、
甲
子
園
球
場
入
り
を
果

た
し
ま
し
た
。

　
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
ヘ
は
、
前
の
試

合
の
終
了
後
で
な
け
れ
ば
入
れ
な
い
た

め
、
球
場
の
外
で
整
列
し
て
試
合
終
了

を
待
ち
ま
し
た
。
十
高
応
援
団
が
並
び

始
め
る
と
、
広
い
広
場
が
あ
っ
と
い
う

閤
に
埋
ま
っ
て
し
ま
い
、
係
員
が
問
隔

を
詰
め
る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
よ
う
や

く
納
ま
り
ま
し
た
が
、
身
動
き
が
で
き

な
い
ほ
ど
の
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
で
し

た
。　
あ
る
い
は
、
こ
こ
で
た
め
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
、
試
合
の
応
援
に
一
気
に
ほ
と

ば
し
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
選
手
同
様
、
全
力
を
出
し
切
っ
た
応

援
団
は
、
試
合
に
は
敗
れ
た
も
の
の
、

最
後
は
充
実
感
と
爽
快
感
を
抱
い
て
帰

途
に
つ
き
ま
し
た
。
帰
路
、
校
歌
を
大
合

唱
し
た
だ
け
で
は
お
さ
ま
ら
ず
、
天
神

ば
や
し
を
斉
唱
し
て
、
夜
通
し
盛
り
上

が
っ
て
い
た
バ
ス
も
あ
っ
た
と
か
…
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

れば必ずごはんを食べる。ごはんを腹いっぱい食べれば甘い

ものや清涼飲料は入らないし欲しがらない。おやつを買い与

える余裕があったらおもちゃを与えた方がましだ。」と、米

食の重要性と効用をわかりやすく説きました。

　会場からは、「無農薬有機栽培のものを与えるべきではな

いのか。」との声もあがりましたが、幕内氏は、「そこまでこ

だわったら何十年かかるかわからない。大事なのは、戦後、

学校給食を媒体として日本人に合わない食習慣が定着してし

まったものを、本来の米食に戻すことだ。まず、地元産の米

を地元の子どもたちに食べさせることを、最優先にすべき

　蕪難灘薬幾鐵汝義綴欝鑑綴灘演灘
籔灘熱ぶ懇磯鵜擦縁鑓捻鵜潮騒譲　　した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場に詰めかけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　た約180人の聴

　　　　　　　　　　　　　　　　　衆は、メモをとっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　たりうなずいたり

　　　　　　　　　　　　　　　　　しながら熱心に聞

会場には、お年寄から子どもまで幅広　き入っていまし

い年代層が集まりました　　　　　　　た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13．9．10⑭

米を食わずに元気が出るか！

　8月23日、総合センターで「じょうぷな心と体はごはんか

ら」と題した講演会が開かれました。

　講師は、岩手大学名誉教授の大沢博氏と、川西町での講演は

2回目の管理栄養士の幕内秀夫氏。

　講演の中で大沢氏は、「『気』という字は以前『氣』と書いた。

つまり、元気ややる気の素は『米』だということだ。最近、突

然キレたり、重犯罪を犯す子どもが増えているのも、米を食べ

ずにスナック菓子や清涼飲料をたくさん摂っていることで、脳

の発達が正常でなくなっていることに起因している。」と、食

習慣と脳の発達の因果関係を指摘しました。

　また、幕内氏は、「昨年の私の講演後、川西町の学校給食で

の米飯回数が週4回となったのはうれしい。ぜひ週5日の完全

実施にしてもらいたい。食の基本は、ごはんを腹いっぱい食べ

ること。子どもは生きるために食べる。したがって、大人と違

って子どもには『別腹』はない。みそ汁と漬け物をおいしくす



アート体験は一石二鳥？
TOPICS

　　　　　　　　1・麗．　　　　　　　　　　　8月16日、仙田体験交流館で「きりえ教室」が開かれました。講師は、数年前

磁．．篠薫難　　　 「やった～・できた・」これで夏休みの宿題をこなした子どももいたとか・し蜘

　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　とか。
単純だけど奥が深いのが切り絵の特徴
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干手温泉オープニング

イベントはこれだ1

ワークショップでは、様々な意見

が平等に扱われます

　
八
月
一
一
十
七
日
夜
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

「
温
泉
施
設
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
、
千
手
温
泉
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
き
た
龍
馬
の
会
を
は
じ
め
、
各
種

団
体
の
関
係
者
や
住
民
有
志
約
四
十
人
が

集
ま
り
、
十
一
月
に
迫
っ
た
千
手
温
泉
の

オ
ー
プ
一
一
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
意
味
や
そ
の

方
向
に
つ
い
て
、
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
ま
し
た
。

　
五
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、
個
人
ご
と
に

出
し
た
ア
イ
デ
ア
や
企
画
案
を
持
ち
寄
っ

て
話
し
合
い
、
班
ご
と
の
企
画
書
を
ま
と

め
ま
し
た
。
こ
れ
を
、
芸
能
イ
ベ
ン
ト
や
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
ジ
ャ

ン
ル
別
に
分
け
て
グ
ル
ー
プ
の
再
編
を
行

い
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
今
後
も
継
続

さ
れ
、
さ
ら
に
大
勢
の
力
で
千
手
温
泉
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
意
義
あ
る
も

の
に
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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●
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●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
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●
　
●
　
●
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●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
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川
下
り
は
エ
キ
サ
イ

テ
ィ
ン
グ
！

　
第
十
二
回
「
川
西
町
自
然
子
ど
も
村
」

が
、
八
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
、

六
日
問
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
潟
市
や
長
岡
市
、
上
越
市
と
い
っ
た

県
内
都
市
圏
の
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
、

昨
年
も
参
加
し
た
奈
良
県
川
西
町
の
子
ど

も
た
ち
四
名
や
、
町
内
の
小
学
生
八
名
も

参
加
し
、
総
勢
四
十
四
名
の
子
ど
も
村
民

が
共
同
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
自
分
で
使
う
箸
づ
く
り
か
ら
始
ま
っ
て
、

薪
割
り
や
食
事
作
り
を
体
験
し
、
キ
ャ
ン

プ
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
地
元
の
人
た
ち
と

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
で
も
、
な
ん
と

い
っ
て
も
こ
の
子
ど
も
村
の
目
玉
メ
ニ
ュ

ー
で
、
子
ど
も
た
ち
が
一
番
楽
し
み
に
し

て
い
る
の
が
渋
海
川
の
イ
カ
ダ
下
り
。

　
こ
の
催
し
が
行
わ
れ
た
の
は
二
十
四
日

で
、
室
島
地
内
の
渋
海
川
に
、
竹
と
タ
イ

ヤ
チ
ュ
ー
ブ
を
組
み
合
わ
せ
て
作
っ
た
筏

を
浮
か
べ
、
七
、
八
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
川
下
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
お
～
、
動
い
た
。
」
「
あ
～
ぷ
つ
か
る
。
」

「
あ
っ
魚
だ
。
」
「
違
う
よ
、
石
だ
よ
。
」
…

ふ
だ
ん
人
気
の
な
い
渋
海
川
の
川
面
に
、

子
ど
も
た
ち
の
は
じ
け
る
よ
う
な
声
が
響

き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

未知の体験がチャレンジ精神

を育てます

氾億

妻
有
の
空
に
ア
ー
ト
が
舞
つ
た
！

凧
が
舞
う
大
地
の
芸
術
祭

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　
八
月
十
日
・
十
一
日
に
フ
ラ
ン
ス
の

ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
・
マ
テ
ィ
ス
さ
ん
と
い

う
凧
を
使
っ
た
芸
術
活
動
を
展
開
し
て

い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
い
て
、
第
二

回
大
地
の
芸
術
祭
の
プ
レ
イ
ベ
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
日
に
は
、
約
百
七
十
人
の
住
民
が

参
加
し
、
十
日
町
市
立
南
中
学
校
で
、

マ
テ
ィ
ス
さ
ん
や
こ
へ
び
隊
三
十
人
の

指
導
の
も
と
、
凧
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
日
本

の
凧
と
違
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
凧
作
り
を

楽
し
み
、
思
い
思
い
の
絵
を
凧
に
描
きマティスさんの指導で凧づくり

＼

　
　
＼
鑑

◆
＼

難
融
饗

図
竜が舞い上がるようなマティスさんの凧

ま
し
た
。

　
翌
十
一
日
午
後
、
信
濃
川
河
川
敷
で

凧
揚
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
が

自
分
の
凧
を
も
っ
て
駆
け
出
す
と
、
ふ

わ
り
と
空
に
揚
が
り
、
そ
よ
風
の
中
を

自
由
に
泳
い
で
い
ま
し
た
。
中
に
は
、

凧
揚
げ
は
初
め
て
と
い
う
子
ど
も
も
い

て
、
最
初
は
思
う
よ
う
に
凧
が
揚
げ
ら

れ
な
い
よ
う
で
し
た
が
、
し
ば
ら
く
す

る
と
う
ま
く
揚
が
る
よ
う
に
な
り
、
元

気
に
原
っ
ぱ
を
飛
び
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　
マ
テ
ィ
ス
さ
ん
が
作
っ
た
凧
も
揚
げ

ら
れ
、
子
供
た
ち
の
凧
に
混
じ
っ
て
大

き
な
凧
が
悠
然
と
泳
ぐ
姿
は
、
空
飛
ぶ

竜
の
よ
う
で
し
た
。

⑮13。9．10
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αo

屋
色
色
◎
9

A
色
〔
丁
＠
号
ぞ
金
で
苛

　
五
代
目
の
A
L

T
（
語
学
指
導
助

手
）
が
デ
ィ
ナ
・

フ
ッ
カ
ー
さ
ん
に

決
ま
り
、
八
月
一

日
に
来
町
し
ま
し

た
。
新
学
期
の
授
業

に
向
け
て
、
資
料

作
り
に
励
ん
で
い

る
と
こ
ろ
を
お
じ

ゃ
ま
し
て
お
話
を

う
か
が
い
ま
し

た
。　
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
車
で

三
十
分
ほ
ど
の
町
に
お
住
ま
い
の
デ
イ

ナ
さ
ん
は
、
ス
ポ
ー
ツ
は
水
泳
と
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
が
大
好
き
で
、
な
ん
と

少
林
寺
拳
法
も
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い

う
活
発
な
二
十
三
歳
の
女
性
で
す
。

　
日
本
の
食
べ
物
で
好
き
な
も
の
は

「
枝
豆
」
で
、
「
ビ
ー
ル
と
の
相
性
は
最

高
！
」
と
早
く
も
日
本
に
な
じ
ん
だ
発

言
も
…
。

　
A
L
T
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か

け
は
、
「
十
六
・
十
七
世
紀
の
京
都
に

興
味
が
あ
り
、
も
っ
と
日
本
の
歴
史
や

文
学
、
着
物
の
柄
や
素
材
と
い
っ
た
芸

術
的
な
と
こ
ろ
を
知
り
た
い
と
思
っ
た

か
ら
。
」
と
の
こ
と
。

　
川
西
町
の
印
象
は
、
「
思
っ
た
以
上

に
大
き
く
て
、
き
れ
い
な
町
。
そ
し
て
、

皆
さ
ん
が
親
切
に
し
て
く
れ
る
の
が
う

れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
は
書
道
を
学
ん
だ

り
、
日
本
語
を
し
っ
か
り
勉
強
し
て
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
域
の
皆
さ
ん
に

授業の資料もディナさんのイラスト入り
でとっても魅力的

味
が
あ
る
だ
け
あ
っ
て
、

は
お
手
の
も
の
。
セ
ン
ス
が
光
っ
て
い

ま
す
ね
。

打
ち
解
け
て
い

き
た
い
。
」
と
、

は
つ
ら
つ
と
答

え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
写
真
か
ら
も

う
か
が
え
る
よ

う
に
、
デ
ィ
ナ

さ
ん
は
と
て
も

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ

な
女
性
で
す

が
、
芸
術
に
興

　
絵
を
か
く
の

千
手
温
泉
の

　
愛
称
決
ま
る
ー
・

　
現
在
建
設
中
の
新
温
泉
施
設
の
愛
称

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
町
内
は
も
と
よ

り
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、

総
数
千
百
九
十
二
件
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
審
査
の
結
果
、
次
の
よ
う
に
愛

称
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
愛
称
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

化
を
図
り
、
皆
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
、

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
温
泉
と
な
る
よ

う
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
多
く

の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

～

ワ／（i

、c　ミ

留
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新
し
い
干
手
温
泉
は
、
ど
ん
な
建
物
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
事
現
場
か
ら
の
報
告
㈱
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kげ

氏

　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
ね
ん
の
ゆ

千
手
温
泉
　
千
年
の
湯

◎
温
泉
の
愛
称

◎
愛
称
の
理
由

　
千
年
も
万
年
も
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
続

け
る
温
泉
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

◎
採
用
者

　
同
名
応
募
者
二
名
の
中
か
ら
抽
選
の

結
果
、
次
の
方
を
採
用
者
と
し
、
他
の

一
名
の
方
を
準
採
用
者
と
し
ま
し
た
。

◇
採
用
者

　
小
林
　
栄
さ
ん
（
千
葉
県
鎌
ヶ
谷
市
）

◇
準
採
用
者

　
春
日
紀
子
さ
ん
（
十
日
町
市
稲
葉
）

◎
採
用
理
由

　
新
し
く
な
る
温
泉
施
設
が
長
い
年
月

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
施
設
と
な
る
こ
と
、
ブ
ナ
の
自
然

林
が
各
地
に
残
っ
て
い
る
な
ど
自
然
環

境
の
豊
か
な
町
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
こ

と
、
二
千
年
紀
に
完
成
し
た
施
設
で
あ

る
こ
と
、
現
在
進
行
中
の
賑
わ
い
空
間

創
出
事
業
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
付
け
の
点

を
配
慮
し
た
こ
と
な
ど
が
採
用
の
理
由

で
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
が
職
人
の
手
に

よ
っ
て
滑
ら
か
に
仕
上
げ
ら
れ
ま
す

残
暑
の
厳
し
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

現
場
で
は
、
い
よ
い
よ
室
内
、
外
の

仕
上
げ
工
事
が
追
い

込
み
作
業
に
入
り
ま

し
た
。

　
内
部
空
間
の
仕
上

げ
に
、
壁
の
し
つ
く

い
塗
り
や
、
板
壁
、

床
の
ヒ
ノ
キ
板
張
り

な
ど
自
然
素
材
を
中

心
と
し
た
材
料
を
で

き
る
限
り
使
用
し
、

建
物
全
体
で
湿
度
な

ど
を
調
節
す
る
こ
と

が
で
き
る
や
わ
ら
か

い
空
間
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
温
泉
施
設

の
中
心
的
役
割
と
な
る
浴
室
の
柱
や

梁
、
天
井
、
壁
な
ど
は
湿
気
で
腐
り
に

く
い
ヒ
ノ
キ
の
材
料
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

用
し
て
い
る
の
で
、
室
内
全
体
が
ヒ
ノ

キ
の
や
さ
し
い
香
り
に
包
ま
れ
て
い
ま

す
。　
同
時
に
井
戸
水
や
温
泉
の
熱
源
な

ど
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
冷

暖
房
シ
ス
テ
ム
の
工
事
も
最
終
段
階
を

迎
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ

十
月
初
旬
に
は
、
温
泉
の
源
泉
を
新
し

い
温
泉
施
設
へ
つ
な
ぐ
工
事
が
行
わ
れ

ま
す
。

ヒノキをふんだんに使った浴室内部
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霧鰻麟騰第
四
回
か
わ
に
し
福
祉
ま
つ
り

●
日
時
九
月
三
十
日
（
日
）
正
午
～

午
後
四
時

●
会
場
　
川
西
町
総
合
体
育
館

●
内
容

　
・
ふ
れ
あ
い
福
祉
バ
ザ
ー

　
・
赤
い
羽
根
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金

　
・
介
護
福
祉
機
器
展

　
・
高
齢
者
疑
似
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
・
車
椅
子
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
・
介
護
支
援
講
演
会

　
　
午
後
一
時
三
十
分
～

　
　
～
「
大
き
な
家
族
の
よ
う
に
」
～

　
　
講
師
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
こ
の
ゆ
び

　
　
と
ー
ま
れ
理
事
長
　
惣
万
佳
代
子

　
　
さ
ん

●
入
場
料
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
費
6
8
1
4
6
4
7
）

魚
沼
地
区

動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
日
時
九
月
二
十
三
日
（
日
）
正
午

　
～
午
後
三
時
三
十
分

●
場
所
　
大
和
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー

　
ミ
ナ
ル
（
大
和
町
荒
金
）

●
内
容

　
・
動
物
愛
護
推
進
大
会
（
長
寿
動
物
、

　
　
愛
護
功
労
者
表
彰
等
）

　
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
（
純
粋
犬
紹
介
、

　
　
警
察
犬
、
救
助
犬
紹
介
、
ス
ポ
ー

　
　
ツ
ド
ッ
ク
、
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、

　
　
里
親
さ
が
し
）

●
入
場
料
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先
　
十
日
町
保
健
所

（
盈
5
7
1
2
4
0
0
）

　
　灘
鐸

運
転
者

講
習
会

饗

　
川
西
町
交
通
安
全
協
会
で
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

◆
期
日
・
場
所
　
九
月
十
四
日
（
金
）

　
千
手
小
学
校
、
十
七
日
（
月
）
十
日

　
町
農
協
上
野
支
所
、
十
八
日
（
火
）

　
橘
小
学
校
、
十
九
日
（
水
）
白
倉
交

　
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
白
倉
小
学
校
）
、

　
二
十
日
（
木
）
仙
田
小
学
校

◆
講
師
　
十
日
町
警
察
署
　
交
通
課

大
澤
弘
課
長

鍔
続

鐸
　
一
二
罵
紅
編

l
H
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

■
日
時
九
月
二
十
六
日
（
水
）
午
後

六
時
～
八
時

■
内
容
　
「
野
菜
の
お
も
て
な
し
」

■
場
所
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
「
え
ぷ
ろ
ん
」

■
募
集
定
員
十
八
人
（
申
込
者
多
数

　
の
場
合
抽
選
）

■
参
加
費
五
百
円

■
用
意
す
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン

■
申
込
締
切
　
九
月
二
十
一
日
（
金
）

■
申
込
先
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
（
盈
5
2
1

3
1
0
7
）
瀦
米
の
生
産
者
の
皆
さ
ま
へ

「
計
画
外
流
通
米
」
の
販
売

に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　
生
産
者
が
消
費
者
や
販
売
業
者
な
ど

に
直
接
米
を
販
売
す
る
場
合
は
、
食
糧

法
に
よ
り
食
糧
事
務
所
に
あ
ら
か
じ
め

届
け
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
届
け
出
は
お
米
の
流
通
量
や
流

通
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
も

の
で
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
届
け
出
用
紙
は
、
J
A
十
日
町
、
商

人
系
登
録
出
荷
取
扱
業
者
（
大
阪
屋
商

店
・
綿
屋
）
の
窓
口
に
あ
り
、
食
糧
事

務
所
に
直
接
用
紙
の
請
求
も
で
き
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
食
糧
事
務
所
へ
の
届
け
出
は

郵
送
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

▼
届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　
〒
9
4

　
8
1
0
0
0
4
　
十
日
町
市
下
川
原

　
町
四
十
四
　
新
潟
食
糧
事
務
所
十
日

　
町
支
所
　
　
（
盈
5
7
i
6
5
2
1
・

　
ヲ
図
5
7
－
6
5
2
2
）
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生
涯
学
習
だ
よ
り
⑥

川
西
町

青
少
年
育
成
町
民
会
議

　
近
年
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
非

行
や
青
少
年
犯
罪
は
低
年
齢
化
、
凶
悪

化
し
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
も
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
要
因
と
し
て
は
、
核
家
族

化
や
少
子
化
の
進
行
、
共

働
き
世
帯
の
増
加
に
伴
う

家
庭
環
境
の
変
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
特
に
、
本
来
家
庭

は
、
憩
い
の
場
や
生
活
の

場
で
あ
り
、
青
少
年
の
人

格
形
成
上
か
ら
も
大
切
な

場
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
学
校
や
塾
な
ど
の

外
部
依
存
の
傾
向
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
家
庭

教
育
が
著
し
く
低
下
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、

の
み
を
対
象
と
し
た
対
策
だ
け
で
解
決

で
き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
社
会
の
あ
り
方
を
親
や
地
域
の
人
を

は
じ
め
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
問
題
と

し
て
と
ら
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
川
西
町
青

少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、
青
少
年
を

取
り
巻
く
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し

　
　
　
　
地
域
社
会
で
は
個
人
生
活
優

先
な
ど
と
い
っ
た
社
会
風
潮
を
背
景

に
、
住
民
の
連
帯
感
や
地
域
活
動
に
対

す
る
関
心
が
低
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

地
域
の
中
で
青
少
年
を
見
守
り
、
指
導

す
る
機
能
が
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
問
題
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

特
に
、
青
少
年
を
め
ぐ
る
問
題
が
社
会

全
体
の
問
題
の
反
映
で
あ
り
、
青
少
年

親子め思いを乗せた紙飛行機が飛び交いました

な
が
ら
、
健
全
育
成
・
非
行
防
止
の
推

進
を
図
り
、
社
会
性
を
身
に
つ
け
、
自

立
し
、
創
造
す
る
青
少
年
を
育
成
し
て

い
く
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
七
月
二
十
二
日

に
「
親
子
紙
飛
行
機
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
約
五
十
名
が
参
加
し
、
紙
飛
行
機
づ

く
り
や
飛
行
機
を
飛
ば
す
こ
と
で
親
子

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し
た
。

⑰13．9．10



，
　
八
月
の
末
か
ら
九
月
の
初
め
に
か
け
て
、

町
内
の
各
地
で
夏
ま
つ
り
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
各
地
区
と
も
特
色
あ
る
催
し
や
参
加

者
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
で
見
か
け
た
表
情
を
追
っ
て
み
ま

し
た
。

「
も
み
じ
引
き
子
ど
も
版
」

こ
う
し
た
経
験
が
将
来
ム
ラ

を
支
え
る
力
に
な
る

「よし、そこだ撃て！」子どもより大人

がアツくなる。それが祭りの夜店

「
見
よ
！
女
の
パ
ワ
ー
」

美
は
女
が
つ
く
る

一
糸
乱
れ
ぬ
統
一

「
か
つ
ぎ
手
も
多
国
籍
」
祭
り
は
、

ば
の
い
ら
な
い
国
際
理
解
の
場
だ

こ
と

「
み
こ
し
の
不
思
議
」
人
が
乗
れ
ば

そ
れ
だ
け
重
い
が
そ
れ
だ
け
燃
え
る

、
■
1
■
1
■
1
■
1
■
曜
騒
ー
■
1
■
1
■
1
■
1
■
一
■
1
睡
贋
■
1
■
1
■
1
■
1
■
1
■
1
圏
1
■
1
■
1
■
1
■
層
■
1
■
1
■
1
■
履
畳
1
■
1
■
」
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ズー

ム
ア
ッ
プ
役
場
晦

新
兵
器
登
場
？

　
で
っ
か
い
弁
当
箱
の
オ
バ
ケ
の
よ
う

な
箱
を
持
っ
て
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
…
、
そ
れ

を
の
ぞ
き
込
む
顔
も
真
剣
…
。

　
こ
れ
は
、
選
挙
の
開
票
の
と
き
に
必

ず
行
わ
れ
る
重
要
な
作
業
の
ひ
と
つ
。

職
員
が
手
に
し
て
い
る
の
は
、
空
に
な

っ
た
投
票
箱
で
、
選

挙
立
会
人
か
ら
「
投

票
箱
の
中
に
一
票
も

残
っ
て
い
な
い
」
こ

と
を
確
認
し
て
も
ら

っ
て
い
る
と
こ
ろ
な

の
で
す
。

　
し
わ
ぶ
き
ひ
と
つ

な
い
静
寂
の
中
、

「
直
ち
に
投
票
箱
を

開
い
て
査
票
を
開
始

し
て
く
だ
さ
い
。
」

と
い
う
選
挙
長
の
指
示
が
あ
る
と
、
二

重
に
鍵
が
か
け
ら
れ
て
い
た
投
票
箱
が

ガ
ラ
ガ
ラ
が
っ
ち
ゃ
ん
、
と
開
け
ら
れ
、

投
票
用
紙
が
パ
タ
パ
サ
と
査
票
台
に
出

さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
あ
と
、
冒
頭
の
確
認
作
業
が
あ

り
、
か
た
よ
り
が
な
く
な
る
よ
う
に
投

票
用
紙
を
よ
く
か
き
混
ぜ
て
、
候
補
者

ご
と
に
票
を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。
査

票
係
、
点
検
係
、
集
計
係
、
疑
問
票
係

な
ど
、
分
担
を
し
て
作
業
を
進
め
、
五

十
票
ご
と
に
ま
と
め
た
候
補
者
別
の
束

を
選
挙
立
会
人
、
選
挙
長
が
全
員
確
認

し
て
初
め
て
得
票
が
確
定
し
ま
す
。

　
は
っ
き
り
氏
名
が
書
い
て
あ
る
も
の

は
問
題
な
い
の
で
す
が
、
判
読
が
難
し

い
も
の
や
按
分
対
象
の
も
の
が
あ
る
と

得
票
の
確
定
に
時
問
が
か
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
白
票
や
、
単
に
雑
事
を
記
載

し
た
も
の
は
無
効
票
と
な
り
ま
す
が
、

候
補
者
の
氏
名
以
外
に
余
計
な
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
記
載
し
た
も
の
も
無

　
　
　
　
　
　
　
効
に
な
る
こ
と
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
候
補
者
を
応
援
す
る

　
　
　
　
　
　
’
言
葉
を
加
え
た
り
、

　
　
　
　
　
　
　
○
や
9
を
書
き
加
え

　
　
　
　
　
　
　
た
も
の
も
無
効
に
な

　
と
こ
ろ
で
、

ス
ム
ー
ズ
す
る
た
め
に
登
場
し
た
新
兵

器
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ス
ー
パ
ー
な

ど
で
イ
チ
ゴ
を
入
れ
て
売
っ
て
い
る
、

あ
の
イ
チ
ゴ
パ
ッ
ク
。
こ
れ
を
候
補
者

数
分
つ
な
げ
て
票
を
仕
分
け
す
る
と
い

う
も
の
で
、
な
か
な
か
の
す
ぐ
れ
モ
ノ
。

　
ハ
イ
テ
ク
時
代
に
あ
っ
て
も
、
新
し

い
ア
イ
デ
ア
の
素
は
身
近
な
と
こ
ろ
に

あ
る
も
の
で
す
ね
。 　

り
ま
す
。
支
持
す
る

　
思
い
が
、
か
え
っ
て

　
ア
ダ
と
な
っ
て
し
ま

　
い
ま
す
の
で
注
意
し

　
ま
し
ょ
う
。

今
年
か
ら
開
票
事
務
を
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饗
鞭
難
燕
ど
1
薯
！
①

「
料
理
教
室
く
さ
ぶ
え
」
の
巻

　
ト
ン
ト
ン
ト
ン
…
ジ
ャ
ー
ッ
…
カ
タ

カ
タ
カ
タ
…
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
が
響
い

て
、
中
か
ら
ほ
わ
～
っ
と
い
い
匂
い
が
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
肋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

　
「
う
ん
め
ぜ
の
！
男
の
料
理
は
。
」
そ

う
言
っ
て
調
理
室
に
招
き
入
れ
て
く
れ

た
の
は
、
平
成
五
年
か
ら
続
い
て
い
る

料
理
教
室
「
く
さ
ぶ
え
」
の
代
表
、
半

藤
伊
三
郎
さ
ん
（
写
真
正
面
向
き
）
。

　
現
在
会
員
は
十
五
名
ほ
ど
で
、
月
一

回
の
料
理
教
室
を
楽
し
み
、
昼
食
会
で

は
成
果
を
囲
ん
で
親
睦
を
深
め
て
い
る

と
の
こ
と
。
「
最
初
は
、
夫
婦
で
料
理

教
室
て
や
ん
だ
っ
た
ん
だ
ど
も
、
な
ぜ

か
男
の
料
理
教
室
に
な
っ
た
ん
だ
ぜ

の
。
」
と
語
る
半
藤
さ
ん
は
、
天
ぷ
ら
．

を
揚
げ
る
手
つ
き
も
鮮
や
か
で
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
冷
や
し
そ
う
め
ん
、
じ

ゃ
こ
揚
げ
、
肉
野
菜
の
妙
め
あ
ん
か
け
、

鮎
の
塩
焼
き
が
食
卓
に
上
が
り
ま
し
た
。

　
確
か
に
う
ん
ま
か
っ
た
…
。

⊃琳魑

・
駄
小
わ
に
レ
畔
鯉
瑠
“

拶

高
崎
正
風
選

秋
立
つ
と
思
え
る
風
の
あ
り
に
け
り

李
白
の
詩
杜
甫
の
詩
書
く
や
秋
に
入
る

冷
房
を
一
人
の
客
に
路
線
バ
ス

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

一
呼
吸
重
ね
石
段
残
暑
か
な

落
鮎
の
背
に
串
を
う
つ
余
生
か
な

夏
蕨
佛
の
座
す
る
句
碑
の
坂

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

祖
父
よ
り
の
苔
む
す
墓
を
洗
い
け
り

帰
省
の
娘
母
の
手
料
理
な
つ
か
し
と

花
び
ら
の
崩
れ
て
蓮
の
実
と
な
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

台
風
の
逸
れ
て
喜
雨
と
は
な
り
に
け
り

蝸
の
鳴
く
だ
け
鳴
い
て
死
に
ゆ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

稔
り
田
に
湧
き
し
百
羽
の
稲
す
ず
め

水
足
せ
ば
歓
喜
の
見
ゆ
る
金
魚
か
な

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

ひ
と
湿
り
逃
が
さ
ず
大
根
蒔
き
に
け
り

音
も
な
く
鍬
の
刃
先
に
桐
一
葉

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

蛍
飛
ぶ
夢
を
見
に
け
り
里
を
恋
う

ベ
ラ
ン
ダ
に
せ
き
れ
い
来
居
り
珍
ら
し
き

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

芒
野
と
変
る
田
畑
や
過
疎
の
村

ひ
ぐ
ら
し
に
始
ま
り
終
る
水
の
番

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

蟻
の
道
遮
り
お
り
し
桐
一
葉

缶
ビ
ー
ル
プ
シ
ッ
と
開
け
て
盆
供
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

露
天
風
呂
ひ
や
り
と
秋
の
風
に
合
う

子
守
の
背
濡
れ
た
る
秋
の
暑
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

招
か
ざ
る
蝿
も
法
事
の
宴
に
居
て

鉄
線
の
額
彩
添
え
て
祖
母
の
部
屋

　
　
　
　
　
　
田
中
町
　
石
澤
　
澄
代

こ
お
ろ
ぎ
の
鳴
き
始
め
た
る
山
家
か
な

稲
刈
り
の
仕
度
を
納
屋
に
調
え
て

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
條
　
石
平

終
戦
日
要
領
悪
し
き
兵
な
り
き

鬼
灯
を
褒
め
て
株
分
け
頼
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

大
根
蒔
く
畠
耕
す
曇
り
空

落
ち
蝉
を
引
き
ゆ
く
蟻
の
群
強
し

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

竹
笛
の
聞
こ
え
来
る
窓
夏
夕
べ

腰
曲
げ
て
笑
顔
の
姉
の
盆
帰
省

　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
　
徳
治

稽
古
終
え
帰
路
に
つ
く
道
星
月
夜

猛
暑
な
る
故
の
蝸
聞
き
の
が
す

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
蔵
品
ハ
ツ
エ

明
日
食
べ
る
桃
あ
り
け
れ
ば
今
日
た
の
し

雨
後
の
土
よ
ろ
こ
び
茄
子
を
植
付
け
し

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
金
子
鉄
平

　
　
院
5
5
院
11
院
0
3
院
57
院
61
院
0
0
院
1
1
院
1
8
院
0
3

騰
瓢
轟
鵯
龍
蟹
剛
四
轟
轟

日
小
醤
上
却
山
癌
大
慰
津
歯
大
理
庭
歯
中
醤
田
廻

休

　
　
日
〃
日
日
〃
日
日
〃
日

　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
7
　
　
　
　
　
　
　
8

●
剛
　
　
2
　
2
　
　
3
　
帽

　
　
Q
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

痴
呆
の
高
齢
書
の
介
護

痴
呆
を
理
解
し
よ
う

　
高
齢
化
に
伴
っ
て
、
痴
呆
の
方
が
増

え
、
六
十
五
歳
以
上
の
六
～
七
％
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
痴
呆
と
は
、
脳
の
病
気
の
た
め
に
子

ど
も
の
頃
か
ら
身
に
つ
け
た
能
力
が
低

下
し
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
新
し
い
事

を
覚
え
ら
れ
な
い
、
日
常
生
活
で
今
ま

で
で
き
た
事
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
の

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
痴
呆
の
原
因
は
、
主
に
脳
の
萎
縮
に

よ
っ
て
脳
全
体
の
機
能
が
低
下
し
て
し

ま
う
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
痴
呆
」
と

脳
血
管
障
害
に
よ
り
酸
素
や
栄
養
が
届

か
な
い
た
め
脳
の
機
能
が
低
下
す
る

「
脳
血
管
性
痴
呆
」
が
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
に
痴
呆
の
症
状
が
現
れ
た
の

に
気
付
い
た
ら
「
も
う
年
な
の
だ
か
ら

仕
方
が
な
い
」
と
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
痴
呆
の
中
に
は
、
治
り
や
す
い
原

因
に
よ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
診

断
を
受
け
る
事
で
、
家
族
や
周
囲
の
人

達
は
痴
呆
と
い
う
病
気
に
対
す
る
心
構

え
が
で
き
ま
す
し
、
様
々
な
情
報
や
サ

ー
ビ
ス
を
得
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の

点
で
も
早
期
の
受
診
が
必
要
で
す
。

　
痴
呆
の
高
齢
者
は
、
自
分
が
痴
呆
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
で
き
ず
、
以
前
の
よ

う
に
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
思
い
込
ん

で
い
る
事
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
の
た

め
に
行
動
を
制
限
さ
れ
た
り
子
ど
も
扱

い
さ
れ
た
り
す
る
と
・
プ
ラ
イ
ド
を
傷
鰯

付
け
ら
れ
た
と
思
い
、
感
情
的
に
な
っ

萱
か
た
く
な
に
な
っ
た
り
し
寄
幽

介
護
に
あ
た
っ
て
は
、
否
定
し
資
囎

訂
正
し
た
り
す
る
の
で
な
く
、

鞍
鷲
籍
篠
っ
な
対
応
が
魁

今
矯
篠
鰭
塗

　
　
　
　
、

く
く
な
り
　
不
安
や
孤
独
を
感
じ
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
話
し
か
け
る
こ
と
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

を
と
る
こ
と
な
ど
が
心
の
安
定
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
痴
呆
性
高
齢
者
が

で
き
そ
う
な
こ
と
を
何
か
し
て
も
ら

い
、
家
族
の
一
人
と
し
て
の
役
割
を
評

価
し
て
あ
げ
る
事
が
大
切
で
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、
介

護
者
自
身
の
健
康
で
す
。
誰
で
も
、
負

担
や
疲
労
が
大
き
く
な
る
と
、
平
静
な

気
持
ち
で
接
す
る
事
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
介
護
は
い
つ
ま
で
と
い

う
期
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

仕
事
や
趣
味
な
ど
の
自
分
の
生
活
を
大

切
に
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、

無
理
の
な
い
介
護
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
家
族
介
護
教
室
と
介
護
者

の
交
流
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
工
夫
を
知
る
機
会
と
な
る
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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高
砂
ー
ご
円
満
に

（
鵬

（
甑

（
躰

田村森津部橋

仁優真　由英

美一美要香宏

中
仙
田

十
日
町
市

上
野
十
日
町
市

中
仙
田

十
日
町
市

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

北
村
元
子

相
崎
　
セ
ツ

村
越
盛
之
助

田
村
　
ク
マ

田
畑
基
徳

石
田
・
コ
ト

斉
木
和
市

93978590799170
　　　　　　　　ハ　　
和太本本邦武日
　郎　　　三出
作松人人夫郎太
）　）　）　）　）　）　）

高小元上元中山
　　　　　島野
倉脇町野町町田

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
ゆ
う
だ
い

藤
田
優
大

　
　
　
め
　
　
い

数
藤
芽
郁

　
　
　
な
つ
　
き

滋
野
夏
葵

　
　
　
か
　
　
な

田
辺
夏
菜

　
　
　
ゆ
う
　
　
き

片
桐
結
希

　
　
し
ゅ
う
せ
い

喜
多
秀
成

　
　
　
ゆ
　
　
き

南
雲
佑
希

　
　
　
　
な
ぎ

清
水
　
　
凪

　
　
り
よ
う
へ
い

羽
鳥
遼
平

一
　
行

智
美
和
秀

久
美
子
貴
章
幸
子

智
　
広
綾
子
英
恭
早
苗
秀
夫
秀
子
利
光
悦
子

憲
　
昭
治
子

　
伸
こ
ず
恵

南
　
台

7中

立

野
　
口

神
社
町

木
　
落

学
校
町

中
仙
田

霜
　
条

仁
　
田

（
8
月
－
日
～
31
日
届
け
出
順
）

●
I
O
●
l
O
●
I
O
●
I
O
●
I
O
●
I
O
●
I
O
●
I
O
●
ー
O
●
I
O
●
ー
O
●
l
O
●
I
O
●
ー
O

麟
ゆ
◎
蹟
《
⑫
よ
ぜ
◎
懸

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
各
地
で
様
々
な

祭
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
が
、
地
域
の

祭
り
を
統
合
し
て
個
性
を
な
く
し
た

「
イ
ベ
ン
ト
祭
り
」
で
は
な
く
、
お
ら

ほ
の
祭
り
は
、
集
落
ご
と
の
特
徴
が
残

っ
て
い
て
、
か
え
っ
て
新
鮮
だ
。

　
神
社
や
集
落
の
入
口
な
ど
に
あ
る
幟

（
の
ぼ
り
）
も
、
昔
な
が
ら
の
祭
り
の

雰
囲
気
づ
く
り
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

　
上
野
諏
訪
神
社
の
幟
は
と
て
も
古
い
。

幅
三
尺
、
長
さ
六
間
の
布
に
鎮
守
諏
訪

」臨

鷹
橡
藪
鎌
轍
鯉

大
明
神
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、
問
題

は
そ
の
年
号
だ
。
「
慶
応
四
年
戊
辰
七

月
吉
日
」
と
銘
記
さ
れ
て
い
る
。
慶
応

四
年
（
一
八
六
八
）
は
、
九
月
に
明
治

と
改
元
さ
れ
た
年
で
、
今
か
ら
百
三
十

三
年
前
に
な
る
。
古
い
は
ず
だ
。

　
こ
の
年
の
春
、
川
西
の
村
々
は
新
政

府
軍
と
旧
幕
府
勢
力
の
戦
い
「
戊
辰
戦

争
」
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
上
野
も

相
次
い
で
幕
府
側
、
新
政
府
側
双
方
の

軍
隊
の
宿
陣
の
場
と
な
り
。
近
く
で
合

戦
も
あ
っ
て
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。

　
そ
の
騒
ぎ
か
ら
三
か
月
後
に
こ
の
幟

は
作
ら
れ
て
い
る
。
ま
だ
、
長
岡
城
の

攻
防
戦
が
行
わ
れ
て
い
る
頃
だ
。

　
「
早
く
戦
が
終
わ
っ
て
ほ
し
い
！
」

村
人
の
そ
ん
な
願
い
が
込
め
ら
れ
た
幟

は
、
今
年
も
、
し
ち
ん
ち
祭
り
に
は
た

め
い
て
い
た
。

一－一一一一一一一－一一－一－－一－一一一一－ロー顧一一一一一一一一幽－－－一一－一－－一－一一’一一一一一－一－－一一一一’閣一－一一一一一一一一一一一一一一－一一一一－一一一一一一一圏一剛－－－一一一一一一一一一－一－－一－一圏圏剛閣闇臼一一一一一一一一一一一騙旧一一

鶉縦舞

羅
慰

〈
「
お
に
車
」

4
年
生
中
條
将
志
く
ん

　
　
　
　
　
　
　
、
，
ー
荊

〈
「
み
ん
な
で
楽
し
く
」

　
　
　
－
年
生
全
　
員

　
　
　
　
　
・
夢

153

⊥
仙
田
小
学
校
丁

　
3
年
生
樋
口
真
央
さ
ん

く
「
雨
あ
が
り
の
虹
」

礁鋼舞、麟、、．［尋

ノ複　∂び　露，勢晴大
廼趨、．L．、　讐、蠕、麗1》淳運

〈
「
学
級
目
標
」

　
　
　
5
・
6
年
生
全
員

⑧

（
1
0
月
号
は
川
西
中
学
校
で
す
）

⑳
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